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船橋市役所新庁舎の現況
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末
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予
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船
橋
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万
坪
埋
立
工
事
現
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一
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で
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れ
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埋
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地

運
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さ
ん
で
第
二
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事
施
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摘
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船橋市初の学校葬

在り日の斉藤憲先生

故
船
橋
市
立
二
宮
中
学
校
長
齋
藤
憲
先
生
の
葬
儀
は
同
校

川
島
直
哉
教
頭
葬
儀
委
員
長
で
、
船
橋
市
初
つ
学
校
葬
を
も

っ
て
、
八
月
八
日
午
後
二
時
同
校
校
庭
で
、
県
下
教
育
関
係

者
、
友
人
知
己
を
は
じ
め
、
市
側
高
木
市
長
、
峯
川
議
長
、

平
野
教
育
委
員
長
等
約
二
千
名
参
集
の
も
と
、
お
ご
そ
か
に

取
行
わ
れ
た
、

故
齋
藤
　
憲
先
生
は
そ
の
略
歴
に
も
示
す
通
り
、
二
十
二

年
間
の
教
育
生
活
中
十
八
年
間
を
本
市
教
育
界
に
さ
さ
げ
本

市
の
教
育
界
に
つ
く
さ
れ
た
功
績
に
対
し
．
本
市
初
の
学
校

葬
を
、
も
っ
て
礼
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

故

齋

藤

憲

先

生

略

歴

昭
和
十
一
年
　
千
葉
師
範
卒

山
武
、
匝
瑳
部
等
に
お
い
て
、
四
年
間
訓
導
を
つ
と
む

昭
和
十
五
年
三
月
　
船
橋
市
尋
常
高
等
小
学
校
訓
読

昭
和
二
十
二
年
四
月
　
船
橋
中
学
校
教
諭

昭
和
二
十
四
年
　
同
校
教
祖

昭
和
二
十
六
年
一
月
　
船
橋
市
教
育
委
員
会
指
導
主
事

昭
和
二
十
九
年
五
月
　
船
橋
市
法
田
中
学
校
校
長

昭
和
三
十
三
年
四
月
　
船
橋
市
二
宮
中
学
校
校
長

二宮中学校校庭の校葬

九月号主要もくじ
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財政白書
船
橋
市
告
示
第
四
十
一
号

地
方
自
治
法
第
二
百
四
十
四
条
第
一
項
の
規
定
及
び
船

橋
市
財
政
事
情
の
作
製
及
び
公
表
に
関
す
る
条
例
に
基
き

船
橋
市
財
政
事
情
を
次
の
と
お
り
公
表
す
る

昭
和
三
十
三
年
八
月
十
五
日

船
橋
市
長
　
高
　
木
　
良
　
雄

市民の皆さん……当市

のお台所の内容をお知

らせいたしはす。十分

にご覧をいただきまし

て市の行財政に対する

ご理解とご協力をお厭

いいたします。

ま
え
が
き

地
方
自
治
法
及
び
船
橋
市
条
例
の
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
市
で
は
毎
年
二
月

八
月
の
二
回
に
亘
り
、
市
の
財
政
の
情

況
を
市
民
の
皆
様
に
お
知
ら
せ
∵
る
義

務
が
あ
り
ま
す
の
で
今
回
は
昭
約
三
十

三
年
第
二
回
の
財
政
事
情
を
公
表
し
て

市
民
の
皆
様
が
よ
り
よ
く
苗
の
行
財
政

の
現
況
と
動
向
を
把
握
さ
れ
る
よ
う
昭

和
三
十
二
年
度
最
終
予
算
並
び
に
昭
和

三
十
三
年
度
現
況
予
算
に
つ
い
て
、
収

入
及
び
支
出
の
概
況
、
公
営
事
業
の
経

理
の
概
況
．
財
産
．
公
債
及
び
一
時
借

入
金
の
現
在
高
等
を
公
表
し
て
、
市
民

の
皆
様
の
御
理
解
と
御
協
力
を
仰
ぐ
次

第
で
あ
り
ま
す
。

財
政
は
、
行
政
の
在
り
方
を
如
実
に

物
語
る
も
の
と
言
え
る
の
で
あ
り
ま
す

市
の
財
政
は
、
国
民
の
経
済
と
市
民
の

経
済
と
密
接
に
関
係
し
て
い
る
も
の
で

あ
り
我
々
市
民
の
生
活
に
直
接
に
響
く

も
の
で
あ
り
ま
す
。
言
い
替
え
れ
ば
市

の
財
政
が
好
転
し
て
い
る
と
言
う
こ
と

は
、
市
民
生
活
が
向
上
し
て
い
る
こ
と

で
あ
り
市
が
発
展
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
と
思
う
の
で
あ
り
ま
す
。
戦

橡
極
度
に
窮
迫
し
て
お
り
ま
し
た
国
民

経
済
も
途
次
好
転
し
生
産
の
向
上
、
貿

易
の
仲
良
、
経
済
の
復
興
と
相
俟
っ
て

我
々
の
生
活
に
対
す
る
希
望
も
明
る
さ

と
潤
い
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
と
思
う

の
で
あ
り
ま
す
。
地
方
財
政
の
現
状
も

同
様
に
し
て
数
年
来
の
経
済
界
の
神
武

景
気
の
金
紋
と
地
方
団
体
自
か
ら
の
再

建
の
努
力
に
よ
っ
て
長
期
に
一
号
る
窮
乏

か
ら
漸
く
立
置
り
安
定
の
度
を
加
え
て

ま
い
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
ま
だ

ま
だ
地
方
財
政
の
運
営
は
、
国
か
ら
の

支
出
金
、
地
方
交
付
税
或
は
起
債
等
に

依
存
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
状
態
で
あ
り

ま
し
て
、
地
方
自
治
と
は
言
う
も
の
ゝ

そ
の
裏
付
け
と
な
る
財
源
は
．
依
然
国

家
財
政
に
大
き
く
頼
っ
て
い
る
現
状
で

あ
り
ま
す
。
国
民
負
担
の
国
と
地
方
と

の
合
理
的
調
整
等
可
成
り
の
間
題
も
あ

る
こ
と
と
存
じ
ま
す
が
、
地
方
団
体
の

行
政
水
準
の
向
上
と
地
方
自
治
の
自
主

性
と
い
う
こ
と
か
ら
し
て
財
涯
の
面
か

ら
こ
れ
を
確
立
す
る
た
め
に
は
ど
う
し

て
も
地
方
団
体
の
自
主
財
源
の
最
た
る

税
収
の
増
加
と
言
う
こ
と
か
ら
抜
本
的

な
税
財
政
制
度
の
改
革
を
望
む
も
の
で

あ
り
ま
す
。

国
民
と
地
方
自
治
体
そ
し
て
国
こ
の

三
者
が
統
一
さ
れ
た
相
対
的
バ
ラ
ン
ス

を
得
た
と
こ
ろ
の
経
済
自
立
政
策
が
あ

っ
て
こ
そ
国
家
社
会
全
体
の
健
全
な
経

済
力
そ
し
て
将
来
を
期
待
し
、
希
望
に

満
ち
た
明
る
い
生
活
が
で
き
る
も
の
と

考
え
る
の
で
あ
り
ま
す
。

国
の
興
隆
は
、
国
の
経
済
を
費
か
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
り
ま
し

て
、
そ
の
た
め
に
は
産
業
を
開
発
し
て

貿
易
を
振
興
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
る
の
で
あ
り
ま
す
。
同
様
に
地
方

の
発
展
は
地
方
の
産
業
を
損
興
さ
せ
資

力
を
培
い
富
を
持
っ
て
こ
そ
強
力
な
施

説
の
整
備
、
住
民
福
祉
の
向
上
に
寄
与

で
き
る
の
で
あ
り
ま
す
。
当
市
の
事
業

と
い
た
し
ま
し
て
も
い
ろ
ノ
＼
や
り
た

い
仕
事
は
山
積
い
た
し
て
お
り
ま
す
が

こ
れ
を
や
り
遽
げ
る
に
は
財
源
を
市
が

背
負
っ
て
立
て
る
程
の
富
を
持
つ
事
が

更
作
で
J
の
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
考
え
方
か
ら
先
ず
企
業

を
誘
致
し
て
産
業
を
振
興
さ
せ
る
こ
と

に
あ
る
と
考
へ
そ
の
条
件
た
る
港
の
整

備
、
海
面
の
埋
立
、
東
京
と
の
交
通
を

容
易
に
す
る
遺
輝
の
建
設
、
或
は
船
橋

の
郊
外
を
結
ぶ
幹
線
道
路
の
建
設
等
の

仕
事
を
や
り
、
交
通
の
便
利
な
海
を
利

用
で
き
る
電
力
事
情
の
良
い
船
橋
市
に

す
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
こ
う
い
う
所

で
あ
れ
ば
自
然
と
工
場
を
誘
致
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
あ
行
ソ
ま
し
て
、
着
々

と
そ
の
基
盤
を
整
え
て
お
る
の
で
あ
り

ま
す
。
既
に
数
多
／
、
の
工
場
を
誘
致
し

財
源
培
養
如
策
の
成
某
が
徐
々
に
で
は

あ
り
ま
す
が
現
わ
れ
て
き
て
お
る
の
で

あ
り
ま
す
0

こ
の
よ
う
に
し
て
自
主
財
源
を
ふ
や

し
、
財
政
力
の
貧
困
、
租
税
負
担
の
限

度
と
い
う
状
懐
か
ら
脱
却
し
て
自
か
ら

の
手
で
市
の
行
政
水
準
を
向
上
さ
せ
る

と
い
う
方
向
に
持
っ
て
行
く
事
が
最
も

健
全
な
や
り
方
で
あ
る
と
存
じ
ま
す
。

こ
れ
を
行
う
に
も
相
当
の
経
費
を
要
し

困
難
も
予
想
さ
れ
ま
す
が
こ
れ
に
強
く

打
ち
勝
つ
こ
と
に
よ
っ
て
郷
土
船
橋
市

の
発
界
が
あ
る
と
思
う
の
で
あ
り
ま
す

地
方
団
体
の
行
政
事
務
と
い
う
も
の

は
、
住
民
の
福
祉
に
置
換
関
係
し
た
経

費
と
い
う
も
の
が
大
き
く
占
め
ら
れ
て

い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

本
市
の
行
っ
て
い
る
行
政
事
務
を
見

ま
し
て
も
社
会
福
祉
行
政
、
労
働
行
政

……　2　日．＝・



或
は
教
育
行
政
と
こ
う
い
っ
た
大
部
分

が
住
民
の
日
常
の
福
祉
に
漬
結
し
て
い

る
行
政
が
多
い
の
で
そ
の
た
め
経
費
の

面
か
ら
い
え
ば
極
め
て
圧
縮
が
む
ず
か

し
い
の
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら

今
後
市
民
の
皆
様
の
御
脇
力
に
よ
り
ま

し
て
、
市
の
政
策
が
完
全
に
運
行
さ
れ

近
代
都
市
と
し
て
の
発
癌
を
祈
念
し
、

一
層
の
努
力
を
い
た
す
所
存
で
あ
り
ま

す
。本
市
の
在
り
方
、
進
む
べ
き
方
向
に

つ
い
て
は
、
ち
一
？
ゆ
る
機
会
を
促
え
、

市
民
の
皆
様
、
莞
㌘
γ
聞
き
、
財
政
に
っ

き
ま
し
て
は
、
市
民
負
担
の
均
衡
と
経

費
支
出
の
効
果
を
充
分
頗
討
し
、
限
ら

れ
た
財
源
を
有
効
に
使
用
し
、
よ
り
大

き
な
行
政
能
率
を
あ
げ
る
と
共
に
、
市

民
の
奉
仕
者
と
し
て
皆
様
の
御
期
待
に

副
う
よ
う
努
力
い
た
し
た
い
と
患
い
ま

す
O一

、
財
政
の
現
況

イ
、
一
般
会
計

昭
和
三
十
二
年
七
月
か
ら
同
年
十
二

月
ま
で
の
情
況
は
、
前
回
の
財
政
事
情

で
説
明
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
こ
ゝ
で

は
、
昭
和
三
十
二
年
度
最
終
予
算
ま
で

の
あ
ら
ま
し
を
説
明
い
た
し
ま
す
。

前
回
ま
で
の
予
算
縁
組
五
六
四
、
九

三
九
、
八
八
四
円
に
対
し
て
そ
の
後
六

回
の
追
加
更
正
に
よ
り
ま
し
て
六
八
二

〇
七
六
、
二
二
一
円
と
な
り
一
一
七
、

一
三
六
、
三
三
七
円
の
追
加
と
な
っ
て

お
り
ま
す
、

歳
入
に
つ
き
ま
し
て
そ
の
費
目
別
は

第
一
表
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

旧
一
恵
に
よ
り
歳
入
の
追
加
更
正
予

算
を
費
目
別
に
説
明
い
た
し
ま
を
。

L
　
市
税
六
〇
．
七
五
八
、
九
八
〇

円
の
追
加
額
は
、
市
民
税
二
九
、
一
七

一
、
六
一
〇
円
、
固
定
資
産
税
一
九
、

六
八
七
、
六
七
〇
円
、
た
ば
こ
消
費
税

九
八
二
、
六
一
C
円
、
電
気
ガ
ス
税
六

九
七
七
、
〇
c
c
円
、
都
市
計
画
税
八

六
七
、
〇
〇
〇
円
、
入
湯
税
二
、
七
四

七
、
0
0
0
円
そ
の
他
の
追
加
で
あ
り

ま
す
。乙
　
国
有
提
供
施
設
等
所
在
市
助
成

交
付
金
九
八
〇
、
〇
〇
〇
円
は
、
昨
年

国
有
資
産
等
所
在
市
町
村
交
付
金
及
び

納
付
金
制
度
が
創
設
さ
れ
、
本
市
に
所

在
す
る
陸
上
自
衛
隊
習
志
野
駐
と
ん
地

部
隊
及
び
行
田
町
の
駐
留
軍
施
設
に
つ

い
て
交
付
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
こ
と

に
よ
る
追
加
で
あ
り
ま
す
。

3
．
地
方
交
付
税
二
二
一
六
五
、
〇

〇
〇
円
の
追
加
韻
は
、
普
通
交
付
税
の

基
準
財
政
需
要
額
算
出
に
用
い
る
単
位

費
用
の
増
額
改
正
に
伴
う
追
加
及
び
特

別
の
財
政
需
要
に
よ
る
特
別
交
付
税
の

追
加
で
あ
り
ま
す
。

主
　
公
営
企
業
及
び
財
産
収
入
の
△

四
一
、
一
三
〇
、
〇
六
二
円
の
更
正
額

は
、
国
電
船
橋
駅
、
下
総
中
山
駅
間
新

駅
設
置
の
遅
延
に
よ
る
土
地
亮
払
代
の

更
正
で
あ
り
ま
す
。

5
．
使
用
料
及
び
手
数
料
八
一
二
、

0
0
0
円
の
追
加
額
は
、
保
育
所
措
置

費
六
二
一
、
〇
〇
〇
、
霊
園
使
用
料

一
〇
〇
、
〇
〇
〇
円
、
勤
労
会
館
使
用

料
六
〇
、
〇
〇
〇
円
、
手
数
料
三
一
、

〇
〇
〇
円
の
追
加
で
あ
り
ま
す
。

臥
　
国
庫
支
出
金
五
、
八
九
七
、
二

一
四
円
の
追
加
額
の
主
な
る
も
の
は
、

生
活
保
護
費
負
担
金
二
、
五
九
九
、
三

二
八
円
、
耐
火
建
築
費
補
助
金
八
五
二

……　3・…‥



三
〇
〇
円
、
失
業
対
策
費
補
助
金
二
三

六
、
一
六
〇
円
、
高
速
堆
肥
化
施
設
費

補
助
金
三
、
五
四
四
、
0
0
0
円
の
追

加
及
び
不
正
常
授
業
解
消
整
備
費
補
助

金
△
一
、
四
一
六
、
〇
〇
〇
円
の
更
正

そ
の
他
で
あ
り
ま
す
。

7
．
県
支
出
金
九
二
八
、
五
三
六
円

の
追
加
額
の
主
な
る
も
の
は
、
準
要
保

護
児
童
給
食
費
補
助
金
二
ハ
一
、
二
〇

〇
円
、
失
業
対
策
費
補
助
金
一
二
八
、

五
九
九
円
、
農
業
振
興
費
補
助
金
六
七

八
四
七
円
、
県
税
徴
収
委
託
金
二
五
〇

〇
〇
〇
円
そ
の
他
の
追
加
で
あ
り
ま
す

8
．
寄
附
金
五
、
二
〇
八
、
〇
〇
〇

円
の
追
加
額
は
一
般
寄
附
金
五
〇
〇
、

0
0
0
円
。
消
防
費
寄
附
金
三
、
四
九

八
、
〇
〇
〇
円
、
小
学
校
費
寄
附
金
八

七
五
、
〇
〇
〇
円
、
中
学
校
章
寄
附
金

三
三
五
、
〇
〇
〇
円
で
あ
り
ま
す
。

凱

　

繰

入

金

一

九

、

0

0

0

、

0

0

0
円
の
追
加
額
は
、
競
馬
事
業
会
計
か

ら

の

繰

入

金

一

三

、

0

0

0

、

0

0

0

円
、
小
型
自
動
車
競
走
事
業
会
計
か
ら

の
繰
入
金
五
、
〇
〇
〇
、
0
0
0
円
、

分
譲
住
宅
事
業
会
計
か
ら
の
繰
入
金
一

〇
〇
C
、
0
0
0
円
で
あ
り
ま
す
。

1
0
　
繰
越
金
一
六
、
五
八
六
、
七
九

六
円
の
追
加
祖
は
前
年
度
剰
余
金
の
繰

越
で
あ
り
ま
す
。

1
1
　
雑
収
入
六
、
七
二
九
、
八
七
三

円
の
追
加
額
は
、
道
路
損
壊
弁
償
金
四

〇
〇
、
〇
〇
〇
円
、
市
予
金
利
千
四
七

八
、
〇
三
五
円
、
市
税
延
滞
金
八
〇
〇

〇
〇
〇
円
、
道
路
改
修
工
事
委
託
納
付

金
三
、
五
五
〇
、
0
0
0
円
、
市
税
延

滞
加
算
金
五
〇
〇
、
0
0
C
円
、
過
年

度
収
入
、
五
二
ニ
、
七
二
九
円
、
市
教

育
職
員
恩
給
納
付
金
二
五
四
、
五
一
五

円
そ
の
他
で
あ
り
ま
す
。

1
2
　
市
債
二
〇
、
二
〇
〇
、
0
0
0

円
の
追
加
額
は
、
消
防
施
設
整
備
費
市

債
三
、
二
〇
〇
、
〇
〇
〇
円
、
高
速
堆

肥
化
処
理
場
棒
設
費
市
債
六
、
五
〇
〇

〇
〇
〇
円
、
庁
舎
建
設
費
市
債
一
五
、

0
0
0
、
0
0
0
円
の
追
加
及
び
学
校

建
築
費
市
債
△
一
、
五
〇
〇
、
0
0
0

円
、
公
営
住
宅
建
設
費
市
債
△
三
、
〇

〇
〇
、
0
0
0
円
の
更
正
で
あ
り
ま
す

次
に
歳
出
の
責
目
別
は
第
二
表
の
と

お
り
で
あ
り
ま
す
。

L
　
議
会
費
四
、
〇
八
八
、
七
四
〇

円
の
主
な
追
加
額
は
、
職
員
の
給
与
改

訂
に
伴
う
追
加
及
び
議
会
議
員
の
報
酬

増
徴
に
よ
る
追
加
そ
の
他
需
要
費
七
〇

〇
〇
〇
円
の
追
加
で
あ
り
ま
す
。

2
．
市
役
所
賀
一
四
、
二
三
一
、
三

六
五
円
の
主
な
追
加
額
は
、
職
員
給
二

七
九
三
、
〇
七
七
円
、
諸
手
当
三
、
九

一
五
、
三
五
三
円
、
乗
用
自
動
車
購
入

費
一
、
五
八
〇
、
0
0
C
円
、
需
用
賓

三
二
一
、
0
0
0
円
二
父
際
費
四
〇
〇

〇
〇
C
円
職
員
の
退
職
に
よ
り
退
職
給

与
金
三
、
九
七
七
二
一
一
五
二
円
そ
の
他

で
あ
り
ま
す
。

3
．
消
防
費
八
、
二
八
、
一
九
二

円
の
追
加
職
の
主
な
も
の
は
消
防
職
員

費
一
、
一
三
〇
、
八
九
二
円
、
消
防
自

動
車
購
入
費
三
、
二
〇
八
、
〇
〇
〇
円

貯
水
池
及
び
給
水
用
井
戸
設
置
費
二
、

四
〇
〇
、
0
0
0
円
、
貯
水
槽
設
置
費

七
〇
〇
、
〇
〇
〇
円
そ
の
他
で
あ
り
ま

す
e主
　
土
木
費
一
六
、
一
七
八
、
四
八

四
円
の
追
加
額
の
主
な
も
の
は
、
都
市

計
画
事
業
費
三
、
五
六
一
、
四
C
O
円

道
路
の
維
持
修
繕
費
二
、
九
二
五
、
〇

八
四
円
、
新
庁
舎
前
通
り
道
路
新
設
改

良
費
九
、
一
〇
〇
、
0
0
0
円
、
企
業

…．＝　4　・・‥・1



誘
致
に
よ
る
道
路
改
修
費
一
、
七
五
〇

〇
〇
〇
円
、
道
路
受
託
改
修
費
三
、
五

五
〇
、
〇
〇
〇
円
、
ダ
ン
プ
カ
ー
購
入

費
一
、
四
八
〇
、
〇
〇
〇
円
そ
の
他
の

追
加
で
あ
り
ま
。

説
　
教
育
費
五
、
九
四
五
、
三
八
一

円
の
主
な
追
加
額
は
、
教
育
委
員
会
費

一
、
五
七
四
、
五
五
六
円
、
小
学
校
費
二

二
八
四
、
三
八
〇
円
、
中
学
校
費
一
、

九
〇
二
、
三
一
一
円
、
高
等
学
校
費
九

九
五
、
三
八
六
円
、
中
央
公
民
館
暖
房

施
設
費
二
、
八
五
〇
．
〇
〇
〇
円
そ
の

他
の
追
加
及
び
学
校
営
繕
費
△
三
、
九

九
四
、
二
五
二
円
の
繰
越
に
よ
る
更
正

そ
の
他
で
あ
り
ま
す
。

乱
　
社
会
及
び
労
働
施
設
費
五
、
四

九
三
、
六
五
〇
円
の
追
加
額
の
主
な
も

の
は
、
年
活
保
護
法
の
一
部
改
正
に
よ

る
保
護
費
三
、
一
五
〇
、
六
〇
〇
円
、

保
育
所
費
八
四
二
、
四
〇
〇
円
　
厚
生

費
二
三
一
、
五
〇
〇
円
、
失
業
対
策
事

業
費
一
、
一
〇
〇
、
九
八
一
円
の
追
加

で
あ
り
ま
す
0

7
．
保
健
衛
生
費
一
八
、
三
六
四
、

八
九
四
円
の
追
加
櫓
の
主
な
も
の
は
、

し
尿
塵
芥
高
速
堆
肥
化
処
理
場
建
設
費

の
第
一
期
工
事
費
一
六
、
九
七
二
　
三

八
〇
円
、
墓
地
賀
二
六
〇
、
八
二
〇
円

隔
離
病
舎
費
四
四
〇
、
0
0
0
円
、
環

境
衛
生
費
四
九
三
、
〇
八
〇
円
そ
の
他

で
あ
り
ま
す
〇

年
　
産
業
経
済
費
△
三
六
、
一
九
六

円
の
更
正
嶺
は
、
企
業
誘
致
費
△
一
、

二
五
〇
、
〇
〇
〇
円
、
農
業
振
興
費
四

六
六
円
の
更
正
及
び
農
業
委
員
会
費
三

六
〇
、
八
六
七
円
、
畜
産
振
興
費
一
〇

0
、
0
0
0
円
、
土
地
改
良
振
興
費
六

一
一
、
八
三
三
円
、
漁
業
振
興
費
一
四

一
ハ
五
七
C
円
の
追
加
で
あ
り
ま
す
。

9
　
財
産
費
二
二
ハ
、
五
一
五
円
の

追
加
嶺
は
市
教
育
職
貝
恩
給
積
立
金
二

五
四
、
五
一
五
円
の
追
加
及
び
財
産
管

理
費
△
三
八
、
0
0
0
円
の
更
正
で
あ

り
ま
す
。

1
0
　
統
計
調
査
費
二
四
、
九
四
八
円

の
追
加
韻
は
商
工
統
計
費
一
三
、
八
一

八
円
、
事
業
所
統
計
寅
二
、
一
三
〇

円
の
追
加
で
あ
り
ま
す
。

1
1
　
選
挙
費
六
七
、
四
〇
〇
円
の
追

加
額
は
、
常
時
啓
発
委
託
事
業
費
の
追

加
で
あ
り
ま
す
。

1
2
　
公
債
費
△
一
五
五
、
二
一
〇
．

円
の
更
正
敏
は
、
長
期
債
の
元
利
償
還

金
△
二
三
〇
、
三
二
二
円
の
更
正
及
び

一
時
借
入
金
利
子
七
五
、
二
二
円
の

追
加
で
あ
り
ま
す
。

1
3
　
市
庁
舎
建
設
費
三
五
、
五
一
六

〇
四
五
円
の
追
加
額
は
、
設
計
委
託
料

三
、
四
〇
〇
、
0
0
0
円
、
敷
地
整
地

工
事
費
一
、
七
〇
〇
、
0
0
0
円
、
事

務
費
四
一
六
、
〇
四
五
円
及
び
継
続
費

設
定
に
よ
る
支
出
方
法
に
基
き
、
工
事

費
三
〇
、
〇
〇
〇
、
0
0
0
円
を
追
加

し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

1
4
　
詩
支
出
金
九
、
〇
八
二
、
一
二

九
円
の
追
加
額
の
主
な
も
の
は
、
国
民

健
康
保
険
直
営
豊
富
診
療
所
建
設
に
伴

う
繰
出
金
一
、
〇
七
〇
、
〇
〇
〇
円
、

体
育
奨
励
費
一
〇
〇
、
0
0
0
円
、
市

制
二
十
周
年
記
念
事
業
費
八
一
八
、
五

〇
〇
円
、
雑
支
出
七
、
四
六
四
、
五
〇

〇
円
そ
の
他
の
追
加
及
び
国
電
船
橋
駅

下
総
中
山
駅
間
新
駅
設
置
費
の
繰
越
に

十
の
る
更
正
四
五
〇
、
0
0
0
円
で
あ
り

（第1表）　昭和三十二年度追加更正予算額　（昭和33年3月31日現在

歳　　　　　　入

科　　　　 目　　　　 前 回までの累計 額 追 加更正予算額　　 予算現額

1°　市　　　　　　　 税　　　　 314．3 13．540 60．75 8．980　　　 3 75．0 72 52 0

2 ． 国有提供施設 等所在市助 成交付金 980．000　　　　　　 980．00 0

l
3． 地　 方　 交　 付　 税　　　　 1．00 0．000 21．165．000　　　　 22 ．165．OC O

4． 公営 企業及 び財産収入　　 129 ．2 16．476 △　 41．13 0．062　 更正 88 ．086．414

5． 使用料 及 び 手 数 料　　　　　 7．658．020 812．000　　　　　 8．470 ．02 0

6． 国　 庫　 支　 出　 金　　　　 48号626 ．9 21 5．897．214　　　　 54 ．524．135

7． 県　 支　 出　　 金　　　　　 5．034．146 92 8．536　　　　 5．9 62．682

’8． 寄　　　 附　　　 金　　　　 13．270．000 5．208 ．00 0　　　 18．478．000

9． 繰　　　 入　　　 金　　　　　 7．000．000 19 ．0 00号00　　　　 26 ．0 00．000

10． 繰　　　 越　　　 金　　　　 13・949・7 17 16．586．796　　　　 3∩．5 36．513

11． 雑　　　 収　　　 入　　　　　 4．87 1・064 6．729 ．873　　　 11．600．937

12・ 市　　　　　　　 債　　　　 20・000．000 20．200．000　　　　 40．2 00．000

歳　 入　 合　 計　　　　　　 564 ．939．884 117．136．337　　　 682．076 ．22 1

……　5．‥号・・



ま
す
。1
5
　
中
学
校
県
立
移
管
費
、
1
6
講
和

記
念
事
業
費
、
1
7
予
備
費
に
つ
き
ま
し

て
は
、
前
回
同
様
で
あ
り
ま
す
。

以
上
歳
入
歳
出
に
つ
い
て
、
あ
ら
ま

し
の
説
明
々
い
た
し
ま
し
た
が
そ
の
追

加
更
正
寵
は
歳
入
歳
出
と
も
一
一
七
、

一
三
六
、
三
三
七
円
で
最
終
予
算
合
計

額
は
、
六
八
二
、
〇
七
六
、
二
二
一
円

と
な
り
、
歳
入
歳
出
差
引
残
金
は
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
の
予
算
に
対
す
る
昭
和
三
十
二
年

度
の
収
入
支
出
決
算
の
あ
ら
ま
し
を
第

三
表
に
よ
り
説
明
い
た
し
ま
す
。

第
三
表
は
、
収
入
支
出
の
概
要
で
あ

り
ま
す
が
、
支
出
額
中
事
業
蛍
の
主
な

も
の
は
、
消
防
自
動
車
ポ
ン
プ
整
備
費

五
、
三
三
八
、
0
0
0
円
、
消
防
施
設

整
備
事
業
費
三
、
九
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

土
木
費
に
あ
っ
て
は
、
道
路
整
備
事
業

（第 2 表 ）　　　　　　　 歳　　　　　　 出

科　　　 目　　　 前 回 ま での 累 計 額 ・追 加 更 正 予 算 額　　 予 算 現 計

1． 議　　　 会　　　 牽　　　 13．33 0．20 0　　　　 4．08 8．74 0　　　 17．4 18・94 0

2・ 市　 役　 所　　 費　　　　 88．02 0．18 7　　　 14．23 1・36 5　　 10 2 ．25 1号55 2

3． 消　　　 防　　　 費　　　　 26．22 8．2 11　　　　 8．118 ．19 2　　　 34．34 6．40 3

4 ． 土　　　 木　　　 費　　　　 58．53 9ユ84　　　　 16．17 8．48 4　　　 74 ．7 17．69 8

5． 教　　　 育　　　 費　　　 191．61 9．22 6　　　　　 5．94 5．38 1　　 19 7．56 4．60 7

6 ． 社 会 及 び 労 働 施設 費　　　　 53．郎 3、3 12　　　　 5．49 3．65 0　　　 59．17 6．96 2

7号　保　 健　 衛　 生　 費　　　 11．9 0 0．81 5　　　 18．36 4．89 4　　　 30．26 5．70 9

8． 産　 業　 経　 済　 費　　　　 3 1．0 10 ．3 9 0　　 △　　　 36．19 6　 更 正 30．97 4．19 4

9 ． 財　　　 産　　　 費　　　　　 2．8 89－486　　　　　　 216．5 15　　　　 3ユ06 ．00 1

1 0． 統　 計　 調　 査　 費　　　　 1．26 5．10 0　　　　　　 24 ．94 8　　　 1 ．29 0．04 8

1 1． 選　　　 挙　　　 費　　　　 1．00 8．53 0　　　　 ． 67．40 0　　　 1．07 5．93 0

1 2． 公　　　 債　　　 費　　　　 20．86 1．5 1 1　 △　　 155．21 0　　　 20号70 6．30 1

1 3． 市 庁 舎 建 設　 寅　　　　　　　　　　　　　 35．51 6．04 5　　　 35．51 6．04 5

1 4　 譜　 支　 出　　 金　　　　 63．05 2．15 3　　　　　 9．08 2．12 9　　　 72．13 4．28 2

1 5号　中 学校 県 立 移 管 費　　　　　　 51．57 9　　　　　　　　　　　　　　　 51．57 9

1 6． 講 和 記 念 事 業 費　　　　　 4 80．00 0　　　　　　　　　　　　　　 480．88 8

1 7の　予　　　 備　　　 費　　　　 1．00 0．00 0　　　　　　　　　　　　 1．00 0．00 0

歳　 出　 合　 計　　　　　 564号93 9号88 4　　　 1 17号13 6．3 3 7　　　 68 2．076 ．2 2 1

6



（第3表） 収入支出の概要

収　　　　　　入

科　　　　　　目

1．市　　　　　　　　税

2．国有提供施設等
所在市助成交付金

3．地　方　交　付　税

4．公営企業及び財産収

5．使用料及び手数料

6．国　庫　支　出　金

7．県　支　出　　金

8．寄　　　附　　　金

9．繰　　　入　　　金

10．繰　　　越　　　金

11雑　　　収　　　入

12．市　　　　　　　債

合　　　　　計

予 算総覧 調 定 額 収入済頚 対予算％ 対詞定 ％

375．073 ．520 42 3．5 10．522 38 5．700．294 103 9 0

9 80．0 00 980 ．00 0 980．000 100 100

22．165 ．000 ・ 28 ．9S 5．000 28 ．9 85．CO O 13 1 100

88、086．414 82．851．962 8 2．817 ．9 62 94 100

8．470．020 10．270 326 10．05 1．275 1 19 98

54．524．135 49．45 1．7 17 49 ．4 51．7 17 9 1 100

5 ．96 2．682 6．655．724 6．655．724 112 100

18．4 78．0 00 17．976．375 17．976．375 97 10（l

26．000．000 26．240．684 26．240．684 101 100

30号536．う13 30．536．513 30．536．513 100 100

1 1．600．937 1乙951．178 12．689．748 109 9 8

40．200 ．000 40 ．2 00 ．000 4 0．20（）．000 100 10 0

682．076．221 735 ．6 10 ．00 1 69 2．285．29 2 116 9 4

支　　　　　　　出

科　　　　　　 目　　　　　　 予 算 現 職　　　　 支 出済 額 予 算 残 額 対 予 算 支 出 ％ 摘　 要

1． 誘　　　 会　　　 費　　　 17．4 18 ．940　　　 17．067，660 3 5 1号28 0 9 8

2． 市　 役　 所　　 費　　 102，25 L 55 2　　 100 ．2 69 ．9 7 0 1．9 8 1．58 2 9 9

3． 消　　　 防　　　 費　　　　 34．246．403　　　　 33．3 06 ．486 1．03 9 ．9 1 7 9 7

4号　土　　　 木　　　 費　　　 74．717．668　　　 45．481．46 6 2 9．23 6．20 2 6 1

5． 教　　　 育　　　 費　　 197．564．60 7　　 19 1．4 77．84 7 6 ．08 6．76 0 9 7

6・ 社 会 及 び 労 働 施 設 費　　　 59．250．724　　　 57．532．563 1．71 8．16 1 9 7

7号　保　 健　 衛　 生　 費　　　 30号26 5．709　　　 18．889．538 1 1．37 6．17 1 6 3

8． 産　 業　 経　 済　 費　　　 3 1．0 14．923　　　 29．654．529 1．36 0．39 4 9 6

9． 財　　　 産　　　 費　　　　 3．106．001　　　 2 ．775．780 3 3 0．22 1 8 9

1 0・ 統　 計　 調　 査　 費　　　 1．290 ．048　　　 1．161．84 1 1 2 8二20 7 9 0

1 1． 選　　　 挙　　　 費　　　 1．076．136　　　　　 9 46 ．652 1 2 9．4 8 4 8 8

12 ． 公　　　 債　　　 費　　　 20．706 ．30 1　　　 20．692．46 1 1 3．84 0 1 0 0

1 3． 市 庁 舎 建　 設　 費　　　 35．5 16．045　　　 35 号349 ．5 85 1 6 6．46 0 1 0 0

14 ． 諸　 支　 出　　 金 に　　　 72．154．282　　　 69 ．6 58．889 2．4 9 5．39 3 9 7

15． 中 学 校 県 立 移 管 費　　　　　 5 5．4 62　　　　　 55 ．46 2 0 1 0 0

1 6． 講 和 記 念 事 業 費　　　　　 480．000　　　　　 204．000 2 7 6．00 0 4 3

17 ． 予　　　 備　　　 費　　　　 86 1．420　　　 （138．5 80） 8 6 1．42 0 （16）

合　　　　　　 計　　　　 682．0 76 ．22 1　　 62 4．524．72 9 5 7．55 1．49 2 9 2

歳 入 歳 出 差 引 種 類　　 67．760．563 円

資
二
一
、
八
三
六
、
二
二
〇
円
、
海
老

川
護
岸
改
修
工
事
費
一
、
〇
一
九
、
〇

〇
〇
円
、
船
橋
港
改
良
事
業
費
三
、
二

九
六
、
五
一
八
円
、
都
市
計
画
事
業
費

一
四
、
一
四
一
、
八
二
一
円
、
教
育
費

に
あ
り
ま
し
て
は
中
央
公
民
館
内
部
改

装
費
四
、
三
二
四
、
二
六
〇
円
、
市
立

高
等
学
校
及
び
義
務
教
育
施
設
車
備
費

二
一
〇
、
〇
〇
八
、
八
二
〇
円
、
社
会

及
び
労
働
施
設
費
に
あ
り
ま
し
て
は
保

護
費
三
五
二
二
八
九
、
六
二
八
円
、
公

営
住
宅
棒
設
費
八
、
一
三
〇
、
八
二
一

円
、
失
業
対
策
事
業
費
九
、
三
八
九
、
二

八
一
円
、
保
健
衛
重
曹
に
あ
り
ま
し
て

は
、
し
尿
塵
芥
高
速
堆
肥
化
処
理
場
棒

設
費
七
、
六
六
六
、
八
三
〇
円
、
産
業

経
済
費
に
あ
っ
て
は
、
海
面
埋
立
に
伴

う
漁
業
振
興
費
補
助
一
二
、
五
〇
〇
、
〇

〇
〇
円
で
あ
り
ま
し
て
限
ら
れ
た
財
源

で
最
も
効
果
的
な
事
業
を
行
い
、
着
々

と
し
て
大
船
橋
市
の
建
設
に
邁
進
し
て

い
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

市
民
の
皆
様
の
納
め
ら
れ
た
税
金
が

有
形
無
形
の
姿
と
な
っ
て
還
元
さ
れ
、

サ
ー
ビ
ス
行
政
の
使
命
を
遂
行
す
る
た

め
日
夜
努
力
を
傾
注
い
た
し
て
お
り
ま

す
の
で
市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

も
な
お
一
層
の
御
支
援
を
お
願
い
い
た

す
次
第
で
あ
り
ま
す
。

昭
和
三
十
二
年
度
の
一
般
会
計
は
第

三
表
に
よ
っ
て
お
わ
か
り
の
通
り
五
月

三
十
一
日
の
出
納
閉
鎖
期
日
に
お
い
て

繰
越
金
六
七
、
七
六
〇
、
五
六
三
円
と

な
り
翌
年
度
の
事
業
費
に
充
当
い
た
し

ま
す
。ロ
、
特
別
会
計

聞
競
馬
事
業
費

昭
和
三
十
二
年
鹿
本
事
業
の
第
一
回

……　7　日…．



第
二
回
分
収
支
決
算
に
つ
き
ま
し
て
は

前
回
の
財
政
事
情
に
お
い
て
説
明
い
た

し
ま
し
た
の
で
今
回
は
第
四
表
に
よ
り

昭
和
三
十
二
年
度
特
別
会
計
競
馬
事
業

費
歳
入
歳
出
決
算
の
状
況
を
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。

第
四
表
に
よ
っ
て
、
お
わ
か
り
の
と

お
り
号
一
応
の
成
績
を
収
め
ま
し
た
が

こ
の
事
業
に
よ
る
収
益
金
は
、
一
般
会

計
に
繰
入
れ
、
小
中
学
校
の
増
改
築
費

道
路
補
修
費
、
公
営
住
宅
建
設
費
等
に

充
当
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

聞
小
型
自
動
車

競
走
事
業
費

前
回
の
財
政
事
情
で
、
十
二
月
末
日

ま
で
説
明
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
今
回

は
第
五
表
に
よ
り
昭
和
三
十
二
年
度
特

別
会
計
小
型
自
動
車
競
走
事
業
費
歳
入

歳
出
決
算
の
状
況
を
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。糊
　
公
益
質
屋
事
業
費

前
回
の
財
政
事
情
に
お
い
て
十
二
月

末
日
ま
で
説
明
い
た
し
ま
し
た
の
で
今

回
は
昭
和
三
十
三
年
一
月
か
ら
六
月
末

ま
で
の
営
業
概
況
を
第
六
表
に
よ
り
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

公
益
質
星
の
業
務
成
績
は
逐
年
向

上
し
て
ま
い
り
ま
し
て
低
額
所
得
市
民

の
簡
易
金
融
機
関
と
し
て
の
使
命
を
果

し
っ
ゝ
あ
る
と
共
に
と
も
す
れ
ば
枯
渇

す
る
庶
民
生
活
に
安
堵
と
活
力
を
与
え

て
い
る
も
の
と
信
じ
ま
す
。
貸
付
金
を

職
業
別
に
見
ま
す
と
俸
給
生
活
者
の
利

用
が
依
然
多
く
三
、
二
二
ハ
入
　
金
額

二
、
八
九
九
、
七
五
〇
円
で
、
次
い
で

内
職
そ
の
他
に
よ
る
母
子
家
庭
等
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
層
の
中
に
は
．

や
～
も
す
れ
ば
要
保
護
家
庭
に
転
落
の

ぜ（第 4 表）　　 昭和三十三年度特別会計競馬事業費決算

歳　　　　　　 入

科　　 ．目　　　　 予 算 額　　 調 定 額　　 収入済職　　 摘 要

1．競 馬 事 業 費　 276・255．955　 276・435・288　　 276・435号288

歳　　　　　　 出

科　　　 目　　　　 予 算 額　　 支 出 額　　 予算残額　　 摘 要

1．競 馬 事 業 費　 276．255．955　 275．333・756　　　　 922・199

歳入歳出差引残額　 1．101．532円

7（第 5 表）　 昭和三十三年度特特会計小型 自動車頭走事業費決算

数　　　　　 人

科　　　　　 目　　　　 予 算 額　　　 調 定 額　　　 収入済職　　 摘 要

小型自動車競走事業費　 142．490．679　 142．464．646　 142・464．646

歳　　　　　　 出

科　　　　　 目　　　　 予 算 額　　　 支 出 額　　　 予算残額　　 摘 要

小型自動車競走事業費　 142．490・679　 142・082・669　　　 408・010

歳入歳出差引残額　　 381．977円

（第6表） 公　益　質　屋　営　業　概　況 自昭和33年1月1日至昭和33年6月30日

貸　　 付　　 状　　 況 弁　　 済　　 状 況 在　 庫　 状　 況

月　 別 口 数　　 点 数　　 金　 額 口 数 点 数　　 元　 金 利　 子 口数　　　 金　　 額

1 ＿ 8 8 8　　 1．8 9 5　　 8 05 ．5 5 0 5 7 5 1．18 7　　 5 16．7 5 0 5 1．2 0 9 3．6 9 9　　　 3．0 5 3 ．5 5 0

2 9 0 3　　 1．7 5 2　　 7 6 9，3 5 0　 ‾ 6 1 3 1．2 3 4　　 5 7 5．9 0 0 5 9．64 6 3．9 5 9　　　 3．2 4 7．0 0 0

3 1．0 8 5　　 2」＿79　　 9 8 0．8 5 0 8 5 2 1．7 5 8　　 7 8 2．9 0 0 9 2．8 7 6 4 ．1 9 2　　　 3 ．4 4 4．9 5 0

4 1．1 5 4　　 2 ．3 6 7　 1．0 2 1．15 0 8 8 0 1．8 5 8　　 8 1 1．5 5 0 8 2．03 1 4．4 66　　 3号6 57 ．55 0

5 1．1 2 2　　 2 ．3 13　 1．0 4 1．2 5 0 7 0 0 1．4 7 0　　 6 3 5．8 5 0 6 9．5 7 9 4．8 8 8　　　 主06 2．9 5 0

6 1．0 96　　 2．2 3 9　　 9 6 1．9 5 0 86 4 1．7 4 3　　 7 5 7．9 5 0 9 2 ．5 3 3 5 ．12 0　　 4号2 6 6．95 0

（第7表）　　昭和三十二年度特別会計公益質屋事業費決算

歳　　　　　　入

科　　　　　 目　　　　 予 算 額　　　 調 定 額 収 入済 観 摘　 要

1． 旧： 業　 収　 入　　 18．5 11．000　　　 9・963・290 9．963 ．290

2・ 繰　　 入　　 金　　　　 1号000　　　　　　 0 0

3． 繰　　 越　 金　　　　　　 0　　 2・894・753 2．894 ．753

主　 雑　　 収　 入　　　　　 2号00 0　　　　 45・887 45．8 87

歳　 入　 合　 計　　 18 ．5 14号00 0　 12・903・930 12．9 03．93 0

歳　　　　　　 出

科　　　 目　　　　 予 算 額　　 支 出 額 予算 残額 摘　　 要

1． 経　 営　 費　　 1．349．861　 1・03 1・269 3 18．59 2

2． 事　 業　 費　　 16 ．19 1・275　　 9・808 ・9 75 6．3 82．300

3． 公　 債　 費　　　 849 ・340　　　 83 1・4 80 17．860

4． 予　 備　 費　　　 12 31524　　　　　 0 123．524

歳　 出　 合　 計　　 18．514 ・000　 11・6 71・7 24 6．842．276

歳 入歳出差引残額　 1．232．206円

8



慣
れ
の
あ
る
者
が
多
く
、
公
益
質
屋
の

使
命
も
懸
っ
て
こ
の
層
の
防
貧
的
海
関

と
し
て
の
役
割
を
果
す
と
こ
ろ
に
お
ろ

と
思
う
の
で
あ
り
ま
す
。

次
に
第
七
表
に
よ
り
昭
和
三
十
二
年

度
特
別
会
計
公
益
質
屍
弔
業
盟
決
算
∴

状
況
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

第
七
表
に
て
お
わ
か
り
の
と
お
き
出

納
朗
鎖
親
日
に
お
い
て
一
応
二
　
二
三

二
、
二
〇
六
円
の
繰
越
が
で
き
ま
し
て

翌
年
度
の
事
業
費
に
充
当
い
た
し
へ
う

で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
今
後
は
、
利
用
号
と

弁
済
度
、
即
ち
資
金
の
担
転
率
が
本
事

業
の
重
点
で
あ
り
、
質
流
れ
晶
へ
り
処
分

等
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
検
討
を
加
え
必

要
と
す
る
市
民
わ
皆
様
か
ら
は
充
分
利

用
し
て
い
た
だ
き
庶
民
金
融
機
関
と
し

て
J
軽
命
を
果
し
た
い
と
存
じ
て
お
り

三
す
。㈱
国
民
健
康
保
険
事
業
費

昔
か
ら
貧
乏
の
原
因
の
大
半
は
疾
病

か
ら
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

保
険
の
趣
旨
及
び
相
互
扶
助
．
の
根
本

原
則
を
御
理
解
下
さ
っ
て
、
不
幸
に
し

て
疾
病
の
際
は
、
病
の
軽
重
を
商
わ
ず

御
利
用
下
さ
る
事
が
結
果
的
に
被
保
険

者
皆
様
の
疾
柄
負
担
一
ど
半
分
以
下
に
減

じ
皆
様
の
家
計
は
そ
れ
だ
け
楽
に
な
り

生
業
投
下
資
金
の
蓄
積
と
な
る
訳
で
あ

り
ま
す
。
国
保
利
用
に
よ
る
国
庫
補
助

は
医
療
に
要
し
た
費
用
に
比
例
し
て
増

加
さ
れ
地
域
経
済
全
体
か
ら
み
て
も
そ

れ
だ
け
潤
沢
と
な
る
の
で
あ
り
ま
す
。

政
府
は
、
昭
和
三
十
五
年
度
ま
で
に

国
民
皆
保
険
を
実
施
す
る
た
め
現
行
国

民
健
康
保
険
法
の
全
面
改
正
を
計
画
し

現
在
強
力
に
そ
の
推
進
に
対
す
る
措
置

が
と
ら
れ
て
お
る
状
況
で
あ
り
ま
す
。

か
ゝ
る
時
国
民
健
康
保
険
直
営
豊
富

診
墳
所
の
開
設
を
み
る
に
い
た
り
ま
し

た
事
は
、
疾
病
に
伴
う
不
安
感
と
無
駄

な
交
通
費
の
支
出
を
排
除
し
て
被
保
険

者
各
位
の
御
利
用
を
一
層
容
易
に
し
福

祉
の
増
進
を
図
る
市
の
計
画
の
一
環
で

あ
り
皆
様
と
共
に
御
同
慶
に
存
じ
ま
す

船
橋
市
全
域
実
施
を
前
提
と
し
、
船

橋
市
の
国
保
と
し
て
市
民
各
位
が
お
互

に
助
け
合
い
、
喜
び
合
う
革
が
で
き
ま

す
よ
う
立
派
な
診
療
所
も
で
き
ま
し
た

の
で
益
々
御
協
力
を
御
願
す
る
次
第
で

あ
り
ま
す
0

前
回
の
財
政
事
情
に
お
き
ま
し
て
、

十
二
月
末
（
実
績
十
月
）
ま
で
の
給
付

状
況
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
し
た
の
で

今
回
は
そ
の
後
本
年
六
月
へ
実
績
四
月
」

ま
で
の
状
況
を
第
八
表
に
よ
り
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

次
に
第
九
表
に
よ
り
昭
和
三
十
二
年

度
特
別
会
計
国
民
健
康
保
険
事
業
費
決

算
の
状
況
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

第
九
表
に
よ
っ
て
お
わ
か
り
の
と
お

り
出
納
閉
鎖
期
日
に
お
い
て
一
、
五
九

（第8表）　　　　　　　国民健康保険月別給付状況
給付別
給付内容
月　　別

略和32年11

12

昭和33年1

2

3

4

療　 養　 給　 付　 費 療 養　　　 貨　　　　 助　 産　 費　　 童巨　 祭　 費

件数 日数　　 点　 数　　 費 用予 件 数 日数　 点 数　　 費 用集　 件 数　 日数　 件数　 蜜 用 額

9 9 6 1 9　　 14 ．77 8　　 16 4．02 9 0 0　　　　 0　　　　　 U　　 5　　 5．00 0　　 4　　 8 ．00 0

2 2 2 1．130　　 17．66 3　　 2 0 0．76 4 0 0　　　　 0　　　　　 0　　 2　　 2．00 0　　 2　　 4．00 0

1 9 ‘！ 1．∩97　　 27．24 9　　 81 0．51 0 U 0　　　　 0　　　　 0　 13　 13．00　　 1　　 2．0（泊

122 7 4 1　 17．72 4　　 20 2 ．16 2 2 1 17 5　　 5 ．4 20　　 6 7．954　 1 L　 ll．00　　 5　 10．00 0

2 2 6 1，14 4　　 2 1．8 15　　 25 3 ．27 7 3 3 3 5 5　　 7．75 2　　 94．7 】6　　 2　　 2．00 0　　 0　　　　 0

1 18 7 6 9　　 17．90 0　　 20 2．88 3 0 0　　　　 0　　　　　 0　　 0　　　　　 0　　 0　　　　 0

く第9表）昭和三十二年度特別会計国民仕度保険事業登決算

歳 入

科　　　　 目 予 算 砥　　　 調 定 額 収 入 済 朝

1 ． 国 民 健 康 保 険 税 1．7 8 9・7 0 0　　　 1．8 8 5．1 0 8 1．6 3 0．1 9 0

2 ． 使 用 料 及 び 手 数料 9．2 0 0　　　　　 9．2 1 0 5．7 5 0

3． 国 ．庫 支 出 金 1．8 6 5．7 9 2　　　 1．26 9．3 18 1．2 6 9．3 1 8

．4． 県　 支　 出　 金 1 3．00 0　　　　　　　　 0 0

5． 寄　　 附　　 金 4 0 1・0 0 0　　　　　 ．0 0

6． 繰　　 入　　 金 1．0 7 1．0 0 0　　　 1号0 7 1．0 0 0 】．0 7 1号0 0 0

7． 繰　　 越　　 金 13 6 0．0 0 0　　　 1．3 6 0．14 1 1．3 6 0．1 4 1

8 ． 雑　　 収　　 入 5 4．0 1 0　　　　　 6 0．7 5 4 5 7．0 3 4

歳　 入　 合　 計 6 ．5 6 3 7 0 2　　　 5．6 5 5．5 3 1 5．3 9 3 ．4 3 3

歳　　　　　　 出

科　　　　 目　　　　 予 算 額　　　 支 出 額 予 算 残額

1． 市　 役　 所　 費　　　 5 26．8 6 0　　　 4 5 2．6 1 3 7 4．2 4 7

2 ． 保 険 給 付 蟄　　 1．4 7 1．1 0 0　　 1．4 5 5．0 7 2 1 6．0 2 8

3 ． 保 険 施 設 費　　　 2 3 3・3 0 0　　　 1糾 ．4 2 0 4 8．8 8 0

4． 財　　 産　　 貿　　　 1 3 3．0G U　　　 lO UんU O 3 3．0 0 0

・5． 直 営 診 療 所 建 設 費　　 3 ．9 76 ．7 4 0　　 1．8 0 2．7 9 0 2 ．1 73 ．9 5 0

6 ． 諸　 支　 出　 金　　　 1 9 3．2 2 6　　　　 6 9．8 3 5 1 2 3号3 9 4

7 ． 予　　 備　　 費　　　　 2 7．4 7 3　　　　　　 0 2 9．4 7 3

歳　 出　 合　 計　　　 6．5 6 3．7 0 2　　　 4．0 6 4．7 3 0 2．4 9 8．9 7 2

　 歳 入歳 出 差 引 残 額　 1．5 9 0．8 0 1円

（第10表）昭和三十二年度特別会計分譲住宅事業妻決算

歳　　　　　　 入

科　　　　 目　　　　 予 算 額　　　 調 定 額 収入折紙

1．住宅分譲 収 入　　　 2 1・533．800　　 19．622号437 19 ．622．457

2．宅地 分譲 収 入　　　 4．675．　　　 5．936 ．2 12 5．936．2 12

3 ，融　　 資　　 金　　 80．450．000　　 59 ．140．000 59 ．140 ．000

4 ．前年 度 繰 越 金　　　　 1．000　　　　 326 ．063 326．063

5 ．雑　　 収　　 入　　　　　 5．000　　　　 77．834 77．834

歳　 入　 合　 計　 106 665．42 1　 85 ．102 ．546 85．102．546

歳　　　　　　 出

科　　　 目　　　　　 予 算 額　　　 支 出 額 予算残橋

住宅建設 事業費　　 106．665．421　　 84 ．607．435 2 2．057．986

歳 入歳 出差引残額　　 495．111円
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0
号
八
〇
一
円
の
線
越
観
を
得
た
の
で

あ
り
ま
す
。

㈲
分
譲
住
宅
事
業
費

本
事
業
は
、
住
宅
不
足
の
緩
和
に
資

す
る
た
め
、
昭
和
三
十
年
度
よ
り
住
宅

金
融
公
庫
の
融
資
に
よ
る
笹
売
分
譲
住

宅
を
計
画
し
金
杉
町
二
三
九
六
番
地

瀧
不
動
団
地
に
二
、
四
六
二
坪
の
宅

地
造
成
及
び
一
三
六
戸
の
住
宅
を
建
設

し
昭
和
三
十
二
年
度
を
も
っ
て
全
工
事

を
完
了
し
、
全
戸
数
を
公
募
分
譲
し
た

の
で
あ
り
ま
す
。
以
上
滝
不
動
団
地
の

工
事
は
完
了
い
た
し
ま
し
た
の
で
昭
和

三
十
三
年
度
か
ら
は
構
台
町
八
十
番
地

に
新
た
に
土
地
約
一
〇
、
〇
〇
〇
坪
を

買
収
し
、
住
宅
金
融
公
庫
の
融
資
に
よ

り
水
道
（
簡
易
水
道
〕
下
水
、
電
気
等

を
完
備
し
た
文
化
住
宅
一
一
八
戸
を
建

設
し
分
譲
す
る
計
画
の
基
に
目
下
推
進

中
で
あ
り
ま
す
。

次
に
第
十
表
に
よ
り
昭
和
三
十
二
年

度
特
別
会
計
分
譲
件
委
宅
事
業
費
決
算
の

状
況
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

囲
公
有
水
面
埋
立
事
業
費

次
に
第
十
一
表
に
よ
り
特
別
会
計
公

有
水
面
埋
立
事
業
費
決
算
の
状
況
を
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

決
算
の
内
容
に
つ
い
て
申
上
げ
ま
す

と
年
立
の
土
地
造
成
費
七
三
、
三
九
〇

〇
．
U
O
H
　
事
務
費
七
七
六
、
九
三
二

円
で
あ
り
ま
す
。
土
地
の
造
成
に
つ
き

ま
し
て
は
浚
渫
ポ
ン
プ
船
の
全
国
的
な

不
足
及
、
び
涼
親
等
の
関
係
か
ら
造
成
が

遅
れ
ま
し
た
の
で
旧
相
二
十
三
年
度
に

お
い
て
残
事
業
第
一
繰
越
し
施
行
い
た
し

ま
す
。昭
和
三
十
二
年
度
ま
で
の
出
来
高
は

第
一
期
地
区
の
盛
土
五
〇
％
．
表
面
整

地
二
〇
％
、
第
二
期
地
区
の
盛
土
四
％

及
び
三
谷
孤
軍
の
開
鑿
一
三
元
了
い
た
し

て
お
り
ま
す
U
引
続
き
昭
和
三
十
三
年

度
と
し
て
は
第
一
期
地
区
の
膝
上
完
成

及
び
第
二
期
地
．
区
の
盛
土
の
五
〇
％
を

予
定
し
尚
第
一
期
A
地
区
の
表
面
整
地

及
び
護
岸
を
完
成
す
る
予
定
で
あ
り
ま

す
。二
、
徴
収
の
状
況

地
方
自
治
は
、
住
民
の
も
の
l
で
あ
る

こ
と
は
今
更
申
上
げ
る
ま
で
も
あ
り
ま

せ
ん
が
郷
土
船
橋
市
の
発
展
住
民
の
福

祉
向
上
は
我
々
が
直
接
こ
れ
を
行
わ
な

け
れ
ば
．
こ
ら
な
い
と
思
う
の
で
あ
り
ま

す
。
国
、
地
方
団
体
の
行
う
べ
き
事
務

及
び
事
業
は
白
か
ら
分
た
れ
住
民
に
直

接
の
影
響
を
与
え
る
の
が
地
方
自
治
で

あ
り
ま
す
。

各
々
の
地
方
団
体
に
よ
っ
て
そ
の
条

件
が
異
っ
て
お
り
行
政
の
在
り
方
も
変

っ
て
く
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
が
強
力
な

（第11表）　昭和三十三年度特別会計公有水面埋立事業費決算

歳　　　　　　 入

科　　　　 目　　　　　　 予 算 額　　　 調 定 額 収 入 散

土 地 買 却　 収　 入　　　　 543・983．000　　　 74．192・189 74．19 2．189

前 年 度 繰　 越　 金　　　　　　 1．000　　　　 114・206 114．2 06

雑　　　 収　　　 入　　　　　　　　　 0　　　　　 13．274 13に274

歳　 入　 合　 計　　　　　 54 3．9糾．000　　　 74．319．669

牒　　　　　 出

科　　　　 目　　　　　　 予 算 額　　　　 支 出 額 予算残髄

土　 地　 造　 成　 費　　　　 543．984．000　　　 74．166．932 4 69．817．0 18

歳　 出　 合　　 計　　　　 543．9朗．000　　　 74．166．932 469．817．06 8

歳 入歳 出差引残 額　 152．737 円

（第12表） 昭和三十二年度市税徴収実績表

科　　　　目　　　　予算額　　　調定額　　　収入済額 収　　入
未済額

収　入　歩　合
対予算　　対調定

（7 2 2．7 0 8 ）

市　　　 民　　　 税 10 7．9 17 ．0 2 0 1 4 0．9 0 4．8 1 7 1 24．38 0．4 17 1 5．8 0 1．6 9 2 1 1 5 8 8

（9 4 2．0 9 2）

固　 定　 資　 産　 税 17 2．2 17 ．5 7 0 18 7．1 6 2．2 8 4 1 64 ．6 3 1．8 07 2 1．5 8 8 ．38 5 9 6 88

自 転 車 荷　 車 税 4．6 8 0．4 7 0 5 ．4 4 0．0 0 0 4．5 4 7．7 10 8 9 2．2 9 0 9 7 8 4・

市 た ば こ 消 費 税 3 5．0 4 4 ．0 0 0 3 5 ．2 2 2．8 9 0 3 5号2 2 2．8 9 0 0 1 0 1 1 0 0・

電　 気　 ガ　 ス　 税 3 4．12 6．0 0 0 3 4 ．7 1 8．0 29 3 4．7 18 ．0 29 0 1 0 2 1 0 0

木　 材　 引　 取　 税 10 2 ．5 4 0 7 1 6 3 2 0 3 0 6．1 7 1 4 1 0．1 4 9 2 9 9 4 3

入　　　 湯　　　 税 2．7 4 7 ．0 00 2 ．7 6 2 ．9 8 0 2．7 6 2．9 80 0 1 0 1 1 00

都　 市　 計　 画　 税 1 8．10 1．4 5 0 2 1．3 8 9 ．8 4 8 19 ．0 4 8 ．1 10 2．34 1．73 8 1 0 5 8 9

（3 7．9 3 3 ）

旧　 法 に　 よ　 る　 税 1 3 6．4 7 0 1 9 3．3 5 4 8 2号1 80 7 3．2 4 1 6 0 4 3

（1．7 0 2．7 3 3）

計 3 7 5．0 7 2．5 2 0 4 2 8 ．5 10 ．5 22 3 8 5．7 0 0．2 9 4 4 1．10 7・4 9 5 1 0 3 9 0

（1 0．4 2 0）

国 民 健 康 保 険 税 1．7 8 9．7 0 0 1．8 8 5．1 0 8 1．6 3 0．1 9 0 24 4．4 9も 9 1 8 7

収入未済徹欄中（）内数字は執行停止及び欠損額を示す

‥…・10　‥…・



（第13表） 昭和三十三年度一般会計普初予算額

歳　　　　　　入

科　　　　　目　　　本年度予算額　　前年度予算韻 比　　　　較
増　　　　　　減

総橋に対する割合
33年度　　32年度

市　　　　　　　 税 3 6 5．7 2 9 ．0 0 0 3 1 4．3 13号5 4 0 5 1．4 1 5．4 6 0 6 4 7 3

＿地　 方　 交　 付　 税 2 3 ．0 00 ．0 0 0 1．0 0 0．0 0 0 2 2．0 0 0．0 0 0 4 0

公 営 企 業 及 び財 産 収 入 2 5．6 9 2．9 1 1 1 6．．3 7 2．4 7 6 9．3 2 0．4 3 5 5 4

分 担 金 及 び 負 担 金 2．4 0 3．6 0 0 1．9 5 9 ．4 8 0 4 4 4．12 0 0 1

使 用料 及 び 手 数 料 1 1．18 9．3 8 0 7．3 17．3 4 0 3．8 7 2．04 0 2 2

国　 庫　 支　 出　 金 5 9．3 6 8．2 4 9 4 9．2 0 3 ．7 6 9 1 0．1 6 4．4 8 0 1 0 11

業　 支　 出　　 金 5 ．7 9 8．5 7 2 4 ．4 5 7．2 9 8 1．3 4 1．2 7 4 1 1

寄　　　 附　　　 金 10 ．6 10 ．0 0 0 1 3．27 0．0 0 0 2．6 6 0．8 0 0 2 3

繰　　　 越　　　 金 ・ 3．3 34 ．9 7 0 5 4 0．5 3 3 2 ．7 9 4．4 3 7 1 0

一雑　　　 収　　　 入 、7 ．4 4 3．3 18 4．8 7 1．06 4 2 ．5 7 2．2 5 4 1 1

市　　　　　　　 債 5 7．0 0 0．0 0 0 2 0．0 0 0．00 0 3 7 ．0 0 0．0 0 0 1 0 5

合　　　　 計 5 7 1．5 7 0号5 00 4 3 3．3 0 5．5 0 0 1 3 8．2朗 ．5 00 1 0 0 10 0

歳　　　　　　出

科　　　　　目　　　　本年度予算徹　　前年度予算額 比　　　　較
増　　　　　　減

総額に対する割合
33幸宴　32年度

議　　　 会　　　 費 1 7．3 0 2 号5 0 0 1 3．3 3 0．2 0 0 3．9 7 2．3 0 0 3 3

市　 役　 所　　 費 9 3．9 2 2．9 3 0 8 8 ．0 2 U．1 8 7 1 0．9 0 2．7 4 3 1 7 2 0

消　　　 防　　　 費 2 7．0 5 1．9 3 2 2 6．2 2 8．2 1 1 8 2 3 ．7 7 1 5 6

土　　　 木　　　 費 6 1．4 0 7．8 0 0 4 6．0 8 0．0 0 0 1 5．3 2 7号8 00 1 1 1 1

・教　　　 育　　　 費 12 2．5 18．3 2 1 1 2 2．9 9 4．0 2 6 4 7 5－7 0 5 2 1 2 8

社 会 及 び労 働 施 設 費 5 9．4 5 5．4 0 7 5 3．6 8 3．3 12 5．7 7 2．0 9 5 10 1

牒　 健　 徳　 生　 費 3 3．2 0 3 ．10 5 1 1．9 0 0．8 15 2 1．3 0 2 ．2 9 0 6 3

産　 業　 経　 済　 費 2 0．9 3 1．2 9こi 3 1．0 10．3 9 0 1 0．0 7 9．0 9 5 4 7

財　　　 産　　　 費 2．6 34 ．0 7 7 2．88 9．4 8 6 2 5 5．4 09 1 1

統　 計　 調　 査　 費 1．2 3 6．0 9 0 1．2 6 5．10 0 2 9 ．0 10 0 0

選　　 ．挙　　　 費 2．6 3 2．0 3 0 1．0 0 8．5 3 0 1．6 2 3．5 0 0 1 0

公　　 債　　 費 2 4．78 1．5 5 3 2 0．8 6 1．5 1 1 3．9 2 0．04 2 4 5

諸　 支　 出　　 金 1 2．3 5 0．3 5 5 1 2．5 0 2．1 5 3 15 1．7 98 2 3

庁　 舎　 建　 設　 費 8 4 6 0 0，0 0 0 0 8 4号6 00．0 0 0 15 0

中 学 校 県 立 移 管 費 6 2．5 5 5 5 1．5 7 9 1 0．9 7 6 0 I

講 和 記 念 事 業 費 4 8 0．0 0 0 48 0．0 0 0 0 0 0

予　　　 備　　　 費 2．0 0 0 ．0 0 0 1．0 0 0．0 0 0 1 ．0 0 0．0 0 0 0 0

合　　　　　 計 5 7 1．5 7 0．0 0 0 4 3 3．3 0 5 ．5 0 0 13 8．2 6 4．5 0 0 1 0 0 10 0

歳入歳出差引残金なし

地
方
団
体
を
作
り
出
す
た
め
に
は
、
各

地
万
団
体
に
順
応
し
た
行
政
を
行
わ
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
雷
に
は
住
民
が

協
力
し
て
自
己
の
力
で
納
入
で
き
る
自

主
財
源
即
ち
「
税
」
が
必
要
と
な
っ
て

参
る
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
意
味
に
お

き
ま
し
て
市
の
発
展
、
住
民
の
福
祉
向

上
は
「
税
」
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
と

申
し
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
、
税

が
市
民
生
活
の
上
に
与
え
る
負
担
に
つ

い
て
は
、
充
分
検
討
を
加
え
、
標
準
税

率
を
採
用
し
て
自
主
財
源
の
健
保
に
努

め
て
お
り
ま
す
。
市
民
の
皆
様
の
約
め

ら
れ
た
税
を
充
分
還
元
で
き
ま
す
よ
う

に
、
そ
の
使
途
に
つ
い
て
は
充
分
検
討

一
ど
加
え
最
少
の
経
費
に
よ
り
最
大
の
効

果
を
挙
げ
船
橋
市
発
展
の
た
め
尚
一
層

の
努
力
を
候
け
た
い
と
存
じ
て
お
り
ま

す
。
地
方
自
治
発
展
と
市
民
の
福
祉
向

上
の
た
め
サ
ー
ビ
ス
行
政
の
根
漁
「
市

税
」
を
進
ん
で
納
め
ら
れ
市
民
と
し
て

の
義
務
を
果
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
い
た

す
次
第
で
あ
り
ま
す
。
五
月
三
十
一
日

（
出
納
閉
鉱
）
現
在
に
お
け
る
市
税
の
徴

収
状
況
は
、
第
十
二
表
の
と
お
り
で
あ

り
ま
す
。
三
、
昭
和
三
十
三
年
度

予
算
の
編
成
方
針
と

そ
の
現
況

市
の
行
政
が
う
ま
く
い
っ
て
い
る
か

ど
う
か
を
見
る
に
は
、
そ
の
市
の
予
算

を
見
れ
ば
一
番
よ
く
わ
か
る
の
で
あ
り

ま
す
。
予
算
の
編
成
が
適
切
で
あ
れ
ば

行
政
も
ま
た
完
全
に
無
駄
な
く
握
行
さ

れ
て
い
る
と
言
え
る
の
で
あ
り
ま
す
。

市
は
地
方
自
治
体
で
あ
り
市
の
予
算
は

す
べ
て
住
民
の
た
め
の
も
の
で
あ
り
ま

す
、
住
居
を
中
心
に
し
た
予
算
を
考
え
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な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

し
か
も
行
政
の
実
体
は
年
々
歳
々
変
っ

て
き
て
お
り
進
歩
し
て
き
て
お
る
の
で

あ
り
ま
し
て
新
し
い
地
方
自
治
の
発
展

は
予
算
を
中
心
と
し
た
近
代
的
な
政
治

を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
の

で
あ
り
ま
す
。

船
橋
市
は
昭
和
二
十
八
年
に
干
葉
郡

二
宮
町
を
昭
和
二
十
九
年
に
は
千
葉
郡

豊
富
村
を
編
入
合
併
し
た
こ
と
に
伴
い

行
政
区
域
も
拡
大
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま

し
て
、
行
政
の
在
り
方
も
合
理
的
な
行

政
に
転
化
し
予
算
も
そ
れ
に
順
応
し
た

編
成
を
行
っ
て
参
っ
た
の
で
あ
り
ま
す

私
が
市
政
を
担
当
し
て
か
ら
第
八
年

目
を
迎
え
た
の
で
あ
り
ま
す
が
市
政
の

根
本
は
入
る
を
図
っ
て
出
る
を
触
す
る

こ
と
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
入
る

を
図
り
ま
す
に
は
先
ず
市
勢
を
進
展
す

る
こ
と
が
基
本
で
あ
り
ま
す
。
埋
立
計

画
も
第
二
年
度
に
入
り
港
湾
の
整
備
も

本
年
を
も
っ
て
公
共
荷
揚
場
の
完
成
を

見
る
段
階
に
な
り
国
道
も
京
葉
国
道
．

船
橋
小
松
川
線
も
本
年
が
完
成
の
年
で

あ
り
ま
す
、

こ
の
よ
う
に
し
て
工
場
誘
致
の
立
地

条
件
も
着
々
整
備
さ
れ
て
参
っ
た
の
で

あ
り
ま
し
て
こ
れ
に
よ
る
自
主
財
源
の

伸
張
は
著
し
い
も
の
が
あ
る
の
で
あ
り

ま
す
。
ま
た
国
鉄
葛
飾
駅
（
仮
称
〕
の

設
置
も
本
年
十
月
完
成
を
目
標
に
現
在

工
事
中
で
あ
り
ま
し
て
こ
れ
が
完
成
い

た
し
ま
す
れ
ば
遅
れ
て
お
り
ま
す
葛
飾

地
区
の
急
激
な
発
展
も
期
待
で
き
る
の

で
あ
り
ま
す
。
取
手
船
橋
線
の
建
設
も

着
々
と
全
線
に
お
い
て
整
備
さ
れ
か
な

れ
ソ
の
進
展
を
見
よ
う
と
し
て
い
る
の
で

あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
し
て
市
政
執
行
の
上
に

お
け
る
財
政
の
基
礎
を
確
立
し
て
ゆ
く

こ
と
は
着
々
と
進
ん
で
お
る
の
で
あ
り

ま
し
て
今
後
な
お
こ
れ
ら
の
事
業
の
完

成
と
相
俟
っ
て
市
の
財
政
は
急
激
に
好

転
し
て
参
る
と
思
う
の
で
あ
り
ま
す
。

一
方
予
算
執
行
に
つ
い
て
の
出
発
を

制
す
る
通
に
お
き
ま
し
て
は
、
与
え
ら

れ
た
予
算
を
高
度
に
利
用
で
き
る
予
算

の
編
成
と
し
て
き
た
の
で
あ
り
ま
す
。

学
校
教
育
五
ヶ
年
計
画
或
は
道
路
整
備

五
ヶ
年
計
画
保
健
施
設
整
備
五
ヶ
年
計

画
或
は
消
防
施
設
五
ヶ
年
計
画
と
い
う

よ
う
に
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
よ
り
効

果
的
な
財
政
運
営
を
行
っ
て
き
た
の
で

あ
り
ま
し
て
特
に
本
年
度
は
し
尿
塵
芥

高
速
堆
肥
化
処
理
場
の
建
設
も
終
り
学

校
整
備
五
ヶ
年
計
画
の
第
二
期
計
画
も

完
了
の
年
を
迎
え
た
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
現
状
で
あ
り
ま
す
が
今

後
の
船
橋
市
の
都
市
施
設
と
し
て
の
整

備
近
代
化
を
促
進
す
る
た
め
に
は
更
に

飛
躍
し
た
公
共
的
な
設
備
即
ち
街
路
。

港
湾
、
及
び
工
業
用
水
、
鉄
道
軌
道
等

都
市
の
経
済
活
動
の
基
盤
を
な
す
も
の

及
び
上
下
水
道
公
園
緑
地
等
都
市
の
生

活
環
境
を
良
好
に
保
つ
た
め
の
重
要
な

都
市
施
設
の
整
備
を
一
貫
し
た
総
合
性

を
も
つ
計
画
の
も
と
に
推
進
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
存
ず
る
の
で
あ
り
ま
し

て
今
後
立
遅
れ
て
お
り
ま
す
都
市
計
画

事
業
の
促
進
を
図
る
方
針
で
あ
り
ま
す

こ
の
よ
う
な
考
へ
万
の
基
に
昭
和
三

十
三
年
度
の
予
算
に
つ
き
ま
し
て
は
極

力
投
資
的
経
費
の
充
実
と
消
費
的
経
費

の
合
理
化
に
よ
り
準
諸
施
策
を
遂
行
す

る
と
共
に
財
政
均
衡
の
保
持
に
よ
る
行

政
水
準
の
碓
保
と
よ
り
効
果
的
な
行
政

能
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
編
成
し
た
の

で
あ
り
ま
し
て
こ
れ
ら
予
算
の
執
行
、

特
に
財
政
運
営
に
お
き
ま
し
て
は
充
分

慎
重
に
行
い
財
政
の
健
全
化
を
一
段
と

推
進
い
た
し
た
い
と
考
へ
て
お
る
次
算

で
あ
り
ま
す
○

次
に
昭
和
三
十
三
年
度
当
初
予
算
額

の
歳
出
経
費
別
内
訳
及
び
第
十
三
表
に

よ
り
当
切
予
算
の
状
況
に
つ
い
て
御
説

明
い
た
し
ま
す
。

歳
出
経
費
別
内
訳

（第14表）　昭和三十三年度一般会計予算額（昭和33年6月30日現在）

歳　　　　　　 入

科　　　 目　　　　 当 初 予 算 額　　　 追 加 予 算 額 現 況予 算 竃

市　　　　　　　 税　　　　 3 65．72 9．0 0 0　　　　 4 ．1 7 0．0 00 3 6．8 9 9．0 0 0

地　 方　 交　 付　 税　　　　 23．0 0 0．0 0 0　　　　　　　 0 2 3．0 0 0．0 0 0

公 営 企 業 及 び 財 産 収 入　　　 25 ．仁9 2．9 11　　 4 7．33 2．3 6 2 7 3．0 2 5．2 7 3

分 担 仝 二 しご負 担 金　　　　　 2．4 0 3．6 0 0　　　　　　　　 0 2．4 0 3．6 0 0

使 用 料 及 び 手 数 料　　　 11．1 8 9．3 8 0　　　　　　　 0 1 1．18 9．38 0

国　 庫　 支　 出　 金　　　　 59．3 6 8．2 4 9　　　　 3．8 3 3．0 14 63 ，20 1．2 63

県　 支　 出　　 金　　　　　 5 ．7 9 8．5 7 2　　　　　　 2 0 0 0 0 5 ．9 9 8．5 7 2

寄　　　 附　　　 金　　　　 10．6 10 ．0 0 0　　　　　 5 0．00 0 10．6 6 0．0 0 0

繰　　　 越　　　 金　　　　　 3 ．3 3 4．9 7 0　　　 4 6．7 7 1．3 0 3 5 0」．0 6．2 7 3

雑　　　 収　　　 入　　　　　 7．4 4 3．3 1 8　　　　　 6 0．0 0 0 7．5 0 3．3 18

市　　　　　　　 債　　　　 5 7．0 0 0．00 0　　　　　　　 0 5 7．0 0 0．0 0 0

合　　　　　　　 計　　　　 57 1．5 7 0．0 0 0　　 1 0乙4 16 ．6 7 9 6 73 ．9 8 6 ．6 7 9

歳　　　　　　 出

科　　　 目　　　　 当初 予算 額　　　 追 加 予算 額 現 況 予 算 案

議　　 会　　　 費　　　 17．3 0 2．5 0 0　　　　　 3 2．8 0 0 17 ．3 3 5 ．3 0 0

市　 役　 所　　 費　　　　 98．9 2 2．9 3 0　　　　 1．6 7 5．00 0 1 00．5 9 7．9 3 0

消　　　 防　　 費　　　 27．0 5 1・98 2　　　　 1．1 9 7．0 2 2 2年2 4 9．00 4

土　　 木　　 費　　　 6 1．4 0 7．8 0 0　　　　 3 2 ．8 6 4．9 8 3 9 4．2 7 2．7 8 3

教　　　 育　　　 費　　　 12 2．5 18 ．32 1　　　 4 9 ．4 4 6．8 4 2 1 7 1．96 5．16 3

社 会 及 び 労 働 施 設 費　　　 59．4 5 5．4 0 7　　　　　 16 ．5 0 0 5 9．4 7 1．9 0 7

保 ． 健　 衛　 生　 費　　　　 33．2し3．1 0 5　　　　 1 3．5 3 3．74 0 4 6．7 3 6．8 4 5

産　 業　 経　 濟　 費　　　　 20 ．9 3 1．2 9 5　　　　　　 4 6号79 2 2 0．9 7 8．0 8 7

財　　　 産　　　 費　　　　 2．6 J4 ．0 7 7　　　　　　　　　 0 2．6 3 4．0 7 7

統　 計　 調　 査　 費　　　　 1．2 3 6．0 9 0　　　　　　　　 0 1．2 3 6．0 9 0

選　　　 挙　　　 費　　　　 2 ．6 3 2．0 30　　　　　　　　 0 2．6 3 2．0 3 0

公　　　 債　　　 費　　　　 24 ．7 8 1．5 5 3　　　　　　　　　 0 2 4．7 8 1．5 5 3

諸　 支　 出　　 金　　　 12．35 0．35 5　　　　　 3号6 0 3．0 0 0 15号95 3．3 5 5

庁　 舎　 建　 設　 費　　　　 84．6 0 0 ・0 0 0　　　　　　　　 0 8 4．60 0．00 0

中 学 校 県 立 移 管 費　　　　　 62．5 5 5　　　　　　　　 0 6 2．5 5 5

講 和 記 念 事 業 費　　　　　 48 0．0 0 0　　　　　　　　 0 4 8 0．0 0 0

予　　　 備　　　 費　　　　 2．0 0 0・0 0 0　　　　　　　　 0 2 ．00 0．0 0 0

合　　　　　 計　　　　　 5 7 1．5 7 0．0 1 0　　　　 1 0 2．4 1 6．6 7 9 6 7 3．98 6 ＿6 79

歳入歳出差引残金なし
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歳
出
予
算
社
民

五
億
七
千
百
五
拾
七
万
円

一
、
消
費
的
経
費

弐
億
六
千
百
五
拾
九
万
七
千
円

紐
予
算
の
四
五
・
八
％

1
人
件
費

壱
億
五
千
五
百
六
拾
参
万
円

総
予
算
の
二
七
・
二
％

2
物
件
費

八
千
七
百
接
八
万
九
千
円

総
予
算
の
一
五
・
三
％

3
そ
の
他
の
消
費
的
経
費

千
八
百
七
拾
七
万
八
千
円

総
予
算
の
三
・
三
％

二
、
投
資
的
経
費

弐
億
四
千
四
百
九
拾
萱
万
円

総
予
算
の
四
二
・
八
％

三
、
公
債
∵
貿

弐
千
四
百
七
捨
八
万
弐
千
円

総
予
算
の
四
・
三
％

四
、
そ
　
の
他

四
千
弐
拾
八
万
萱
千
円

総
予
算
の
七
・
一
％

以
上
が
本
年
度
当
初
予
算
額
の
歳
出

経
費
別
内
訳
で
あ
り
ま
す
が
今
回
戸
治

庁
調
査
票
に
お
い
て
算
出
さ
れ
た
都
市

の
標
準
行
政
費
と
船
橋
市
の
行
政
費
と

を
比
較
い
た
し
ま
す
と
人
件
費
及
び
物

件
費
の
予
算
総
額
に
対
す
る
構
成
費
は

標
準
行
政
費
よ
り
も
二
％
下
廻
っ
て
お

り
投
資
的
経
費
に
つ
き
ま
し
て
は
逆
に

二
％
上
廻
っ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
本
市
に
お
け
る
人
事
管
理
の
適

正
化
に
よ
る
少
い
人
員
で
よ
り
効
果
的

な
職
員
の
配
置
と
物
品
の
一
括
購
入
或

は
入
札
等
に
よ
る
経
常
経
費
の
節
約
に

よ
る
も
の
で
あ
り
こ
れ
等
節
約
さ
れ
た

経
費
を
投
資
的
事
業
費
に
振
向
け
経
費

の
効
率
的
な
運
用
を
行
っ
て
い
る
結
果

の
謝
れ
で
あ
る
と
存
ず
る
の
で
あ
り
ま

す
。第
十
三
表
に
よ
っ
て
お
わ
か
行
ノ
の
と

お
り
前
年
当
初
に
比
較
い
た
し
ま
し
て

三
一
八
、
二
六
四
、
五
〇
〇
円
の
規
模

拡
大
を
み
て
お
り
ま
す
。

次
に
昭
和
三
十
三
年
度
一
般
会
計
予

算
の
現
況
は
第
十
四
表
の
と
お
り
で
あ

り
ま
す
。

第
十
四
表
の
予
算
現
況
に
つ
き
ま
し

て
そ
の
内
容
を
説
明
い
た
し
ま
す
。

当
初
予
算
編
成
後
歳
入
歳
出
と
も
和

国
の
追
加
を
行
い
ま
し
た
、
先
ず
歳
入

に
つ
し
て
申
し
上
げ
ま
す
。

1
　
市
税
三
六
九
、
八
九
九
、
0
0

0
円
は
市
民
税
一
〇
五
、
一
八
六
、
〇

〇
〇
円
　
固
定
資
産
税
一
六
四
、
四
八

九
、
0
0
0
H
　
軽
自
動
車
税
一
、
八

八
九
、
0
0
0
円
　
市
た
ば
こ
消
費
税

四
二
、
六
〇
〇
、
0
0
0
円
　
電
気
ガ

ス
税
三
五
、
三
〇
四
、
〇
〇
〇
円
　
都

市
計
画
税
一
九
、
五
二
一
、
〇
〇
〇
円

そ
の
他
の
諸
税
九
一
〇
、
0
0
0
円
で

あ
り
ま
す
。

．
2
　
地
方
交
付
税
二
三
、
（
〕
〇
〇
、

0
0
0
円
に
つ
い
て
は
、
普
通
交
付
税

算
出
に
よ
る
交
付
を
l
八
、
〇
〇
〇
、

〇
〇
〇
円
、
特
別
の
財
政
需
要
に
よ
る

特
別
交
付
税
五
、
〇
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

を
計
上
い
た
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

2
　
公
営
企
業
及
び
財
産
収
入
七
三

〇
二
五
、
二
七
三
円
に
つ
い
て
は
、
競

馬
事
業
開
催
に
よ
る
利
益
金
一
二
、
0

0
0
、
〇
〇
〇
円
、
小
型
自
動
車
競
走

事
業
開
催
に
よ
る
利
益
金
一
、
二
〇
〇

〇
〇
〇
円
、
八
市
競
輪
組
合
開
催
利
益

（第15表）　　昭和三十三年度特別会計競馬事業費予算

歳　　　　　　入

款　　　　項　　　　予算額

1．競馬事業費　　266．111．000

1．入場料収入　　1．260．000

2．勝馬投票券
発売金収入264．000．000

3．勝馬投票券発売副収入　1．000

4．手　　数　　料　　　125．000

5．繰　　越　　金　　　　700．000

6．雑　　収　　入　　　　25・000

歳　入　合　計　　266．111．000

内　容　の　概　要

入場料収入630．000円2回分

発売金132．000号000円2回分

事故収入　　　500円2回分

院馬申込料　5．000円
出走申込料120．000円

前年度繰越金700．000円

不用品完払代金10．000円
傷害見舞金1．000円　雑入14．000円

歳　　　　　　出

款　　　　項　　　　予算敢　　　　内　容　の　概　要

1．競馬事業費　　266．111・COO

1．問　　腱　　費　　250．602．800

事務費4．878．000円　需用費19．811．600円
交際費　400．0〔0円　奨励金10・お8．000円
賞典貨16・731号200円　勝馬投票券返還金
2．000円　陣馬投票券払戻金19説150000円
事故補填金401000円傷害補供金130．帥0円
公課費116．000円　一時借入金利子56・00U円

2・雪道雲県苦馬望 1．104．000　負担金1．104．000円

3．線　　出　　金　11．000．000　－般会計繰出金12．000．000円

4．予　　備　　費　　2．404．200　予備費2種404．200円

歳　出　合　計　266．111．000

歳入歳出引残金なし

（第16表）　　　昭和三十三年度第一回市営競馬収入支出額表

収 入

科　　　　 目 金　　 敬

入　　 場　　 料 743．340

勝馬授業券発売金 145．645．900

投票券事故収入 2．400

雑　　 収　　 入 88．940

計 146．830．580

支　　　　 出

科　　　　 目　　　　 金　　 額

開　 臆　 経　 費　　　　 28．699．575

投票 券 払 戻 金　　 108．24 1．988

投票 券 返 還 ‘金　　　　　　　　 C

事 故 支 出 金　　　　　　 6・204

き十　　　　　　　 136．947．755

収入支出差引利益金　　9．532．825円

……13　…．．．



金
五
、
五
〇
〇
、
0
0
0
円
、
財
産
収

入
四
八
六
、
九
二
円
、
財
産
売
払
代

金
五
三
、
八
三
八
、
三
六
二
円
で
あ
り

ま
す
。4
　
分
担
金
及
び
負
担
金
二
、
四
〇

三
、
六
〇
〇
円
は
、
保
育
所
措
置
資
負

担
金
二
二
二
七
〇
、
C
0
0
円
、
母
子

寮
括
費
負
担
金
三
三
、
六
〇
〇
円
で
あ

り
ま
す
。

5
　
使
用
料
及
び
手
数
料
二
、
一

八
九
、
三
八
〇
円
は
庚
用
料
七
、
〇
七

九
、
六
〇
〇
四
、
手
数
料
四
、
一
〇
九

七
八
〇
円
で
あ
り
ま
す
。

6
　
国
庫
支
出
金
六
三
、
二
〇
一
、

二
六
三
円
は
、
国
庫
負
担
室
二
二
、
三

六
二
、
七
七
一
円
、
国
庫
補
助
金
二
九

八
〇
九
、
七
六
七
円
、
委
託
金
一
、
〇

二
八
、
七
二
五
円
で
あ
り
ま
す
。

7
　
県
支
出
金
五
、
九
九
八
、
五
七

二
円
は
、
県
負
担
金
六
七
二
、
三
〇
二

円
、
県
補
助
金
三
、
二
一
四
、
〇
〇
五

円
、
委
託
金
二
、
六
一
二
の
二
六
五
円

交
付
金
三
〇
〇
、
0
0
0
円
で
あ
り
ま

す
。8
　
寄
附
金
一
〇
、
六
六
〇
、
〇
〇

〇
円
に
つ
い
て
は
、
一
般
寄
附
金
一
〇

〇
〇
〇
、
0
0
0
円
、
数
育
費
寄
附
金

二
五
五
、
0
0
0
円
、
産
業
経
済
費
寄

附
金
三
五
〇
、
〇
〇
〇
円
、
消
防
費
寄

附
金
五
〇
、
0
0
0
円
、
そ
の
他
寄
附

金
五
、
〇
〇
〇
円
で
あ
り
ま
す
。

9
　
繰
越
金
五
〇
、
一
〇
六
、
二
七

三
円
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
か
ら
の
繰

越
金
で
あ
り
ま
す
。

1
0
　
雑
収
入
七
、
五
〇
三
、
三
一
八

円
に
つ
い
て
は
、
道
路
改
修
工
事
委
託

納
付
金
二
、
九
五
〇
、
〇
〇
〇
円
、
物

品
完
払
代
金
三
五
〇
、
五
〇
〇
円
、
市

予
金
利
子
四
二
〇
、
〇
〇
〇
円
、
雑
入

三
、
二
一
三
、
六
一
〇
円
そ
の
他
で
あ

り
ま
す
。
1
1
　
市
債
五
七
、
〇
〇
〇
号
0
0
0

円
は
、
教
育
債
一
二
、
〇
〇
〇
、
〇
〇

〇
円
、
消
防
債
三
、
五
〇
〇
、
〇
〇
〇

円
高
速
堆
肥
化
施
設
費
市
債
五
、
五
〇

〇
〇
〇
〇
円
、
港
湾
費
市
債
三
、
〇
〇

〇
〇
〇
〇
円
、
公
営
住
宅
費
市
債
三
、

〇
〇
〇
、
0
0
0
円
、
市
庁
舎
棒
設
費

市
債
三
、
〇
〇
〇
、
〇
〇
〇
円
で
あ
り

ま
す
○次
に
歳
出
に
つ
い
て
説
明
い
た
し
ま

す
。1
　
議
会
費
一
七
、
三
三
五
、
三
〇

〇
円
に
つ
い
て
は
、
議
員
報
酬
及
び
議

会
事
務
局
職
白
の
人
件
費
一
五
、
二
ハ

三
、
三
〇
〇
円
、
需
用
費
六
三
二
、
〇

0
0
0
円
、
旅
貨
二
一
、
四
九
、
〇
〇

〇
円
、
そ
の
他
二
九
一
、
〇
〇
〇
円
で

あ
り
ま
す
。

2
　
市
役
所
費
一
〇
〇
、
五
九
七
、

九
三
〇
円
に
つ
い
て
は
、
市
役
所
職
員

費
九
〇
、
四
二
九
、
四
〇
六
円
、
営
繕

費
一
五
〇
、
0
0
0
円
、
監
査
費
一
、

〇
三
三
、
五
〇
〇
円
、
公
平
委
員
会
費

一
一
九
、
六
二
〇
円
、
諸
費
八
、
八
六

五
、
四
〇
四
円
で
あ
り
ま
す
。

3
　
消
肪
費
二
八
、
二
四
九
、
〇
〇

四
円
に
つ
い
て
は
、
職
員
費
一
七
、
五

五
二
、
二
八
五
円
、
消
防
団
費
一
、
二

三
六
、
八
〇
〇
円
、
需
用
費
三
、
〇
〇

二
〇
三
五
円
、
施
設
整
備
費
六
、
0
〇

六
八
〇
〇
円
、
そ
の
他
四
五
一
、
〇
八

四
円
で
あ
り
ま
す
。

4
　
土
木
費
九
四
、
二
七
二
、
七
八

三
円
に
つ
い
て
は
、
道
路
橋
梁
費
四
三

五
九
一
、
二
八
〇
円
、
河
川
費
三
、
〇

〇
四
、
五
〇
〇
円
、
港
湾
費
四
、
六
二

七
、
五
〇
〇
円
、
都
市
計
画
事
業
四
三

〇
四
九
、
五
〇
三
円
で
あ
り
ま
す
。

lC第17表）　昭年三十三年度特別会計小型自動車競走事業費予算

歳　　　　　　入

款　　　　項

1．
小型自動車
我意事業費

1・入場料収入

2．
勝草投票券
発売金収入

3・ 勝革投票券
発売金副収入

4・手　　数　　料

5．繰　　越　　金

6．雑　　収　　入

歳　入　合　計

予 算 額　　　　 内　 容　 の　 概　 要

156．116．000

1・008・000　入場料金 252．000円 4回分

15主800・000　勝率投票券発売金収入 4回分

仏 ㈹0 芸事怠票効収入 40・000円

4．000円

40・000　選 手登録手数料 4回分

200．000　前年度繰越金 200．000円

2主000 至謡 盈 貸金 lZ霊 冒

．　 ．●●l

歳　　　　　　出

款　　　項　　　予算額　　　内　容　の　概　要

1． 小判　自動車
競尭事業費 156．116．00

1・開　　催　　費154．782．000

事務費4．24主00円　需用費10．267．200円
交際費401．000円　賞輿費15．940．000円
勝率投票券払頃金116．100．000円　勝車投票券
返還金4号000円　事故補現金4000円　傷害保障
金40・000円　小型自動車競竜会交附金　7．600．0
00円　公課授100．000円　一時借入金利子82
800円

2・繰　出　金　1・200，000　一般会計繰出金1．200．000円

3．予　　備　　費　134．000　予備曹134．000円

歳　出　合　計156号116．000

歳入歳出差引残金なし

（第18表）　昭和三十三年度第－回市営オートレ車ス収入支出額表

収　　　　　　 入 支 出

科　　　　 目　　　　　 金　　 額 科　　　　 目 金　　 額

入　　 場　　 料　　　　　 152．200 競走 会 交 付 金 2．033．785

車 券 発 売 金　　　　　 40．849．100 開　 催　 経　 費 8．110．283

投票券事故 収入　　　　　　 1．200 投票 券 払 戻 金 30．323．540

雑　　 収　　 入　　　　　　　 9．000 投票 券 返 還 金 173．400

事 故 支 出 金 1．600

計　　　　　　　　　 4 1．0 11．500 計 4 0号642．608

収入支出差 引利益金 368．892円

・・－．．．14．号．＿．



5
　
教
育
費
一
七
二
九
六
五
、
一

六
三
円
は
、
教
育
委
員
会
費
二
二
一

三
七
、
一
五
八
円
、
小
学
校
費
二
三
、

七
八
〇
、
六
一
四
円
、
中
学
校
費
一
〇

七
八
二
、
〇
五
四
円
、
高
等
学
校
費
一

八
、
三
五
四
、
一
〇
五
円
、
社
会
教
育

啓
二
の
　
二
二
二
、
0
0
0
円
、
公
民
館

費
四
、
一
五
九
、
七
五
〇
円
、
図
書
館

費
一
、
一
五
八
委
二
九
〇
円
、
教
育
研

究
所
費
一
二
五
六
、
三
〇
〇
円
、
学
校
営

繕
費
九
二
一
〇
四
、
八
九
二
円
、
で

あ
り
ま
す
。

6
　
社
会
及
が
労
働
施
設
費
五
九
、

四
七
一
、
九
〇
七
円
に
つ
い
て
は
、
社

会
福
祉
費
三
六
、
〇
二
三
、
八
四
〇
円

児
童
福
祉
費
六
〇
、
六
一
〇
円
号
身

体
障
害
者
援
護
現
一
五
七
、
八
八
五
円

戦
傷
病
者
保
護
費
七
二
、
六
二
五
円
、

保
育
所
費
三
、
四
〇
九
、
二
〇
二
円
、

公
営
住
宅
費
八
、
二
三
二
、
二
〇
〇
円

厚
生
費
廿
二
二
、
八
四
五
円
、
婦
人
保

護
相
談
費
一
四
八
、
六
五
〇
円
、
失
業

対
策
事
業
費
九
、
七
二
七
、
〇
〇
〇
円

そ
の
他
九
一
七
、
〇
五
〇
円
で
あ
り
ま

す
。7
　
保
健
衛
生
費
四
六
、
七
三
六
、

八
四
五
円
に
つ
き
ま
し
て
は
、
隔
離
病

舎
費
一
、
二
六
六
、
九
二
〇
円
、
結
核

予
防
費
一
、
九
八
三
、
四
七
〇
円
、
清

掃
費
四
、
三
九
五
、
一
一
〇
円
、
環
境

衛
生
費
一
、
九
二
七
、
九
三
〇
円
号
高

速
堆
肥
化
処
理
建
設
費
一
二
四
、
0
〇
一

七
一
〇
円
、
高
速
堆
肥
化
処
理
場
開
設

に
件
う
経
費
二
、
〇
七
一
、
五
二
〇
円

そ
の
他
一
、
〇
九
〇
、
一
八
五
円
で
あ

り
ま
す
。

8
　
産
業
経
済
費
二
〇
、
九
七
八
、

〇
八
七
円
に
つ
い
て
は
、
農
業
委
員
会

費
五
、
五
七
七
、
七
九
二
円
　
農
業
費

一
、
一
八
二
、
一
一
一
円
、
園
芸
責
七

〇
八
、
六
二
五
円
、
畜
産
費
六
四
五
、

八
四
〇
円
、
土
地
改
良
費
五
、
八
七
七

四
一
三
一
円
、
商
工
費
三
、
二
三
七
、
三

〇
〇
円
、
観
光
費
一
、
五
二
五
、
〇
〇

〇
円
に
水
産
費
一
、
五
四
六
、
0
0
0

円
そ
の
他
六
七
七
、
九
八
七
円
で
あ
り

ま
す
。9
　
財
産
費
二
、
六
三
四
、
〇
七
七

円
に
つ
い
て
は
、
基
本
財
産
造
成
費
四

〇
、
〓
〇
円
、
積
立
金
一
四
三
、
九

六
七
円
、
財
産
管
理
費
二
、
四
五
〇
、

〇
〇
〇
円
で
あ
り
ま
す
。

1
0
　
統
計
調
査
費
一
、
二
三
六
、
〇

九
〇
円
に
つ
い
て
は
、
農
林
水
産
統
計

費
五
四
五
、
五
七
五
円
、
商
工
統
計
費

一
四
四
、
七
三
〇
円
、
市
勢
統
計
費
五

四
五
、
七
八
五
円
で
あ
り
ま
す
。

1
1
　
選
挙
費
二
、
六
三
二
、
〇
三
〇

円
、
は
選
挙
管
理
委
員
会
費
七
二
八
、

七
六
〇
、
常
時
啓
発
費
三
三
、
八
四
〇

円
、
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
委
員
会
選

挙
費
八
五
、
二
八
〇
円
、
県
知
事
選
挙

費
八
八
一
、
四
二
五
円
、
衆
議
院
議
員

選
挙
費
九
〇
二
、
七
二
五
円
で
あ
り
ま

す
。1
2
　
公
債
費
二
四
、
七
八
一
、
五
五

三
円
に
つ
い
て
は
、
長
期
債
の
元
利
債

還
金
二
三
、
二
二
四
、
五
五
三
円
、
一

時
借
入
金
の
利
子
一
、
五
五
七
、
〇
〇

〇
円
で
あ
り
ま
す
。

1
3
　
諸
支
出
金
一
五
、
九
五
三
、
三

五
五
円
に
つ
き
ま
し
て
は
、
公
金
取
扱

費
一
、
八
四
六
、
四
五
〇
円
、
徴
税
読

六
、
四
八
〇
、
七
二
〇
円
、
市
広
報
費

一
、
六
二
八
、
三
六
つ
円
、
勤
労
会
館

費
二
〇
九
、
七
八
八
円
、
体
育
奨
励
費

四
五
〇
、
0
0
0
円
、
私
学
奨
励
費
二

〇
〇
、
0
0
0
円
、
市
史
編
さ
ん
費
七

二
C
、
C
0
0
円
、
駅
設
置
梁
四
五
〇

第19表）　　昭和三十三度特別会計公益質屋事業費予算

歳　　　　　　入

歳　　　　　　出

（第20表）　昭和三十三年度特別会計国民健康保険事業費予算
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0
0
0
円
そ
の
他
三
、
九
六
六
、
〇
三

七
円
で
あ
り
ま
す
、

1
4
　
庁
舎
建
設
費
八
四
、
六
〇
〇
、

0
0
0
円
に
つ
い
て
は
庁
舎
建
設
事
業

費
継
続
年
期
及
び
支
出
方
法
書
の
と
お

り
第
二
年
度
分
の
事
業
業
費
を
計
上
い

た
し
た
の
で
あ
り
ま
す
、

1
5
　
中
学
校
県
立
移
管
費
六
二
、
五

五
五
円
は
、
県
立
船
橋
高
等
学
校
敷
地

の
借
上
科
で
あ
り
ま
す
。

1
6
　
講
和
記
念
事
業
費
四
八
〇
、
0

0
0
円
は
、
奨
学
の
た
め
の
学
資
貸
与

金
で
あ
り
ま
す
。

1
7
　
予
備
費
二
、
0
0
0
、
〇
〇
〇

円
は
、
予
算
外
の
支
出
又
は
予
算
超
過

の
支
出
に
充
て
る
た
め
の
も
の
で
あ
り

ま
す
。以
上
昭
和
三
十
三
年
度
一
般
会
計
予

算
現
況
の
あ
ら
ま
し
を
説
明
い
た
し
ま

し
た
が
。
次
に
特
別
会
計
の
予
算
現
況

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

次
に
昭
和
三
十
三
年
度
第
一
回
市
営

競
馬
を
五
月
十
八
日
か
ら
二
十
三
日
ま

で
連
続
六
日
間
開
催
し
た
収
支
決
算
は

第
十
六
表
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

第
十
六
表
で
お
わ
か
り
の
と
お
り
第

一
回
の
開
催
に
よ
り
九
、
五
三
二
、
八

二
五
円
の
収
益
を
あ
げ
る
こ
と
か
で
き

た
の
で
あ
り
ま
す
。
第
二
回
の
開
催

（
日
取
未
定
）
に
当
っ
て
は
よ
り
多
く

の
収
益
を
あ
げ
る
よ
う
努
力
い
た
し
た

い
と
存
じ
て
お
り
ま
す
、

次
に
昭
和
三
十
三
年
度
第
一
回
市
営

オ
ー
ト
レ
ー
ス
を
四
月
二
十
一
日
か
ら

二
十
七
日
ま
で
連
続
七
日
間
開
催
し
た

収
支
決
算
は
、
第
十
八
表
の
と
お
り
で

あ
り
ま
す
。

第
十
八
表
で
お
わ
か
り
の
と
お
り
第

一
回
の
利
益
金
三
六
八
、
八
九
二
円
の

収
益
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

市
の
財
政
難
の
折
柄
今
後
一
層
の
努

力
と
詩
経
貿
の
節
約
に
よ
り
よ
り
多
く

の
収
益
を
あ
げ
る
よ
う
に
い
た
し
た
い

と
存
じ
て
お
り
ま
す
。

四
、
市
有
財
産
と

市
債
の
現
況

1
　
市
有
財
産
に
つ
き
ま
し
て
は
、

（第21表）　昭和三十三年度特別会計分譲住宅事業費予算
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前
回
の
公
表
の
と
き
か
ら
小
中
学
校
の

増
築
、
市
立
高
等
学
校
の
新
築
公
営
住

宅
の
建
設
等
の
異
動
の
仲
大
し
た
変
動

は
あ
り
ま
せ
ん
が
本
期
末
甥
在
に
お
け

る
主
な
も
の
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
り

ま
す
。イ
、
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金
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金
嶺
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千
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九
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郵
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五
五
九
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八
、
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八
災
害
救
助
資
金

計
一
二
九
四
、
四
八
六

ロ
、
予
託
金

予
託
先
　
　
金
駄
　
　
目
的

株
式
会
社
千
葉
何
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二

、

0

0

0

、

〇

〇

〇

中
小
企
業
融
資
資
金

船
橋
農
業
協
同
組
合

七
〇
〇
、
〇
〇
〇

零
細
農
家
融
資
資
金

葛
飾
農
業
協
同
組
合

三
三
、
（
　
十
〇

同
　
　
右

裾
棺
信
用
金
庫

一

、

（

　

二

一

へ

二

＝

崇
努
者
惑
資
資
金

（第22表）　　昭和三十三年度特別会計公有水面埋立事業費予算

（第23表）　　　　　　　市　債　現　在　高　調　　　（昭和33軍6月30［現在

ィ、一　般　会　計　　　　　　　　　　　　　　　．　　昭和33年7月30日現在

借 入 年 度 起　 債　 目　 的　　　　 起 賃 金 韻 利 率 償 還 額　 償 還 未 済 笥　 借 入 先　 摘　 要

号 円 年分壇 円　　　　　　　　　 R
2 2 伝 染 病 院 改 築 費　　　 5 0 0．0 0 0 6．3 14 1．9 2 6　　　 3 5 8 ＿0 7 4　 資金 運 用 部

2 5 六三 制 建 築 事 業 費　 13・8 0 0．0 0 0 〃 4 ．4 9 5．54 7　　 9 ．3 0 4．4 5 3　 〝

〃 小 学 校 改 築 事 業 費　　 5．0 0 0．0 0 0 〃 3 ．5 0 1．6 3 6　　 1 ．4 9 8 ．3 6 4　 〃

〃 六 三 制 建 築 事 業 費　 1 6．00 0．00 0 〃 3．3 2 0．0 0 2　 12．6 7 9．9 9 3　 〃

〃 六 三 制 整 備 事 業 費　　 1．6 0 0．0 0 0 〝 2 1 4・3 9 8　 1号3 3 5・6 0 2　 〝　　　　 旧 豊 富 村借 入分

〝 都 市 計 画街 路 改 修 事業 費　 6．0 0 0．0 0 0 〟 3．09 占．7 6 6　　 2．9 0 1．2 3 4　 〃

〟 六 三 制 整 備 事 業 費　　 1°2 0 0．0 0 0 〝 6 1．5 3 3　　 1．1 3 8．4 6 7　 〝

〟 小 栗 原 小 校 増 改 築 事業 費　 2．0 0 0．0 0 0 〃 10 2 ．5 5 6　　 1．8 9 7号4 4 4　 〃

〃 二 宮 小学 校 増改 築 事 業 費　 2．5 0 0．0 0 0 〝 12 8・19 5　　 2・3 7 1・8 0 5　 〟　　　　　 旧 二宮 借 入 分

〃
都 市 計 画街 路 改 修事 業費　　 5 0 0加 0

〝 2 5．6 39　　　 4 7 4．3 6 1　 〃

〃 公営 住 宅建 一設 事 業 費　　 1．0 0 0．0 0 0
〃 17 5．6 7 5　　　 8 2 4．52 5　 〟

〃 公営 住 宅建 設 事 業 費　　 1．3 0 0．0 0 0
〟 2 2 8．3 78　 1．0 7 1．6 22　 〃

〃 失 業 対 策 事 業 費　　 1．7 0 0．0 0 0 〃 4 0 1．9 79　 1．2 9 3 ．0 2 1 資金 運 用部

2 8 西 魔 神 小学 校 増 築事 業費　 2．0 0 0．0 0 0 〃 5 0 ．8 17　　 1．9 4 9 ．18 3　 〟

〝 法 典 小学 校 増 築 事 業 費　　 1．2 0 0．0 0 0
〃 3 0．4 9 0　　 1．16 9．5 1r） ．〃
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〃　　 船 橋 中 学 校 増 ・築 事 業 費　　 4 ．5 0 0 ．0 00 ノ〃 1 1 4 ．3 3 7　　 4 ．3 8 5 ．6 6 3　 〝

〃　　 酉 海 神 小 学 校 改 築 事 業 費　 3 ．0 0 0 ．0 0 0 〃 0　　 3 ．0 0 0 ．0 0 0　 〃

〃　　 児 童 福 祉 施 設 整 備 事 業 費　　 5 0 0 ．0 ∝ l 〃 4 2 ．7 9 8　　　 4 5 7 ．2 0 2　 〃

2 9　　 小 栗 原 小 学 校 増 築 事 業 費　 1 ．5 0 0 ．0 0 0
〝

0　 1．5 0 0．0 00　 〃

〝　　 港 湾 改 良 事 業 負 担 金　　　 5 0 0 ．0 0 0 ／′ 0　　 5 0 0 ．0 0 0　 〝

〝　　 失 業 対 策 事 業 費　　　 4 0 0 ．0 0 0 〃 16 ．85 4　　　 8 3 8 ．14 6　 〃

〝　　 公 営 住 宅 建 設 事 業 費　　 1 ．10 0 ．0 0 0 〟 4 6 ．3 4 7　 1．05 3 ．6 5 3　 〟

〃　　 宮 本 小 学 校 増 改 築 事 業 費　 5 ．0 0 0 ．0 0 0 J′ 0　 5 ．0 0 0 ．0 0 0　 〃

〝　　 西 海 神 小 学 校 増 築 事 業 費　 2 ・0 0 0 ．0 0 0 〃 0　 2 ．0 0 0．0 00　 〃

〃　　 都 市 計 画 街 路 事 業 負 担 金　　 5 0 0 ．0 0 0 〝 0　　 2 5 0 ．0 0 0　 〃

3 0　　 塚 田 小 学 校 増 茶 事 業 費　　 2 ．8 0 0 ．0 0 0 J′ 0　 2 ．8 0 0 ．0 0 0　 〝

〝　　 峰 台 小 学 校 増 築 事 業 費　　 3 ．7 0 0 ．0 0 0
〝

0　 3 ．7 0 0 ．0 0 0　 〃

〃　　 法 典 小 学 校 増 築 事 業 費　　 3 ．5 0 0 ．0 0 0 ′〃 0　　 3 ．5 0 0 ．0 00　 〃

〝　 西 海 神 小 学 校 火 災 復 旧 事 業 費 9 ．0 0 0 ．0 0 0 〝 0　　 9 ．00 0 ．0 00　 〃・

3 1　 八 栄 小 学 校 改 築 事 業 費　　 5 ．0 0 0 ・0 0 0 〝
0　 5 ．0 0 0 ．0 0 0　 〝

〃　　 葛 飾 中 学 校 増 築 事 業 費　　 4 ・0 0 0 ・0 0 0 〃 0　 4 ．0 0 0 ．0 00　 〝

〃　　 海 神 中 学 校 増 築 事 業 費　　 3 ．0 0 0 ．0 0 0 〝 0　 3 ．0 0 0 ．0 0 0　 〝

3 2　　 前 原 小 学 校 増 築 事 業 費　　 4 ．5 0 0 ．0 0 0 〝 0　 4 ．5 0 0 ．0 0 0　 〝

〃　　 宮 本 小 学 校 増 築 事 業 費　　 4 ．0 0 0 ．G 0 0
〝

0　 4 ．0 0 0 ．0 0 0　 〃

〟　　 峰 台 小 学 校 増 築 事 業 費　　 3 ．0 0 0 ．0 0 0 J〃 0　 3 ．0 0 0 ．0 0 0　 〝

〟　　 庁 舎 建 設 事 業 費　 15 ．0 0 0 ．0 0 0 〃 0　 1 5 ．0 0 0 ．0 0 0　 〃

2 8　　 塚 田 小 学 校 増 築 事 業 費　　 3 ．．8 0 0 ．0 0 0 〝
0　 3 ．8 0 0 ．0 0 0　 簡 易 保 険 局

〃　　 酉 海 神 小 学 校 増 築 事 業 費　 3 ．6 0 0 ・0 0 0 ノ〃 0　 3 ．6 0 0 ．0 0 0　 〃

〃　　 都 市 計 画 街 路 改 修 事 業 費　　 5 0 0 ・0 0 0 〝 0　　 5 0 0 ．0 0 0　 〃

〝　　 港 湾 改 良 事 業 分 担 金　　　 5 0 0 ．0 0 0 〝 0　　 5 0 0．0 00　 簡 易 保 険 局

3 0　　 公 営 住 宅 建 設 事 業 費　　 2 ．0 0 0 ．00 0 〝 0　　 2 ．0 0 0 ．0 0 0　 〝

〃　　 港 湾 改 良 事 業 負 担 金　　 2 ・0 0 0 ・0 0 0 （′ 0　 2 ．0 0 0 ．0 0 0　 〝

3 1　 公 営 住 宅 建 設 事 業 費　　 3 ・0 0 0 ．0 0 0 〃 0　 3 ．0 0 0 ．0 0 0　 〝

〝　　 二 宮 中 学 校 増 築 事 業 費　　 3 ．3 0 0 ・0 0 0 〃 0　 3 ．3 0 0 ．0 0 0　 〃

3 2　　 し尿 処 理 施 設 建 設 事 業 費　 6 ．5 0 0 ．0 0 0
〝

0　 6 ．5 0 0 ．0 0 0　 〝

〝　　 二 宮 中 学 校 増 築 事 業 費　　 4 ‘0 0 0 ．0 00 〃 0　 4 ．0 0 0 ．0 0 0　 〝

2 8　 ＿高 接 小 学 校 改 築 事 業 費　　 2 ．0 0 0 ．0 0 0 8 ．5 1 ．5 3 0．7 9 9　　 4 6 9 ・2 0 1 株 式 会 社 千 葉 銀 行

〝　　 公 営 住 宅 建 設 事 業 費　　 2 ．0 0 0 ．0 00 〟 1 ．5 30 ．7 9 9　　　 4 6 9 ．2 0 1　 〝

2 9　　 二 宮 中 学 校 改 築 事 業 費　　 4 ．0 0 0 ・0 0 0 〃 2 ．1 9 8 ．14 8　 1．8 0 1．8 5 2　 〝

〝　　 海 神 中 学 校 増 築 事 業 費　　 4 ．0 0 0 ・0 0 0 〝 2 ．1 9 8 ．1 4 8　 1 ．8 0 1．8 5 2　 〝

〝　　 失 業 対 策 事 業　 費　　　 6 0 0．0 0 0 〝 4 9 4 ．5 8 3　　 4 0 5 ．4 17　 〝

3 0　 ‾　 峰 台 小 学 校 増 築 事 業 費　　 9 ．0 0 0．0 0 0 8 ．0 3 2 ．1 3 1 ．1 5 0　 3 ．8 7 8 ．8 5 0　 〝

3 1　 船 橋 中 学 校 増 肇 事 業 費　　 5 ．0 0 0 ．0 0 0 7 ．9 0　 5 ．0 0 0 ．0 0 0　 〝

〃　　 消 防 施 設 整 ・：備 事 業 費　　 1 ．5 0 0 ・0 0 0 7 ．0 8 6 8 ．8 7 9　　 6 3 1 ．1 2 1 全 国 市 有 物 件 災 害 共 済 会

3 2 ．　 消 防 施 設 整 備 事 業 費　　　 3 ．2 0 0 ．0 0 7 ．0 0　 3 ．2 0 0 ．0 0 0　 〃

小　　　　　　 計　　 1 9 0 ．6 0 0 ．0 0 0 〝 2 7 ．1 4 0 ．3 7 9 1 6 3 ．4 5 9 ．6 2 1

口 、 特　 別　 会　 計

2 9　　 公 益 質 屋 運 転 資 金　　 1．5 0 0 ．0 0 0 6 ．5 7 0 2 ．3 2 3　　 79 7 ．6 7 7　 簡 易 保 険 局

3 I　 公 益 質 屋 運 転 資 金　　 3 ．0 0 0 ．0 0 0 6 ．5 2 2 1 ．3 4 0　　 2 ．7 7 8．6 60　 〝

小　　　　　　 計　　　 4 ．5 0 0 ．0 0 0 9 2 3 ．6 6 6　 3 ．5 76 ．3 3 7

合　　　　　　 計　　 1 95 ．10 0 ．00 0 2 8 ．0 6 4 ．0 4 2 1 6 7 ．0 3 0 ．95 8
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▼

イ
、
一
時
借
入
金

一
般
会
計

七
一
〇
、
〇
〇
〇
、
0
0
（
」
円

郵
政
省
簡
易
保
険
局

計
　
二
〇
、
0
0
0
、
〇
〇
〇
円
山

口

、

長

期

本
期
末
に
お
け
る
借
入
年
度
別
の
未

償
還
嶺
は
第
二
十
三
表
の
と
お
り
で
あ

り
ま
す
。む

　
す
　
び

以
上
で
昭
和
三
十
二
年
度
第
四
・
元

半
期
及
び
決
算
の
状
況
と
昭
和
三
十
三

年
度
予
算
の
状
況
に
つ
い
て
説
明
い
た

・
酌
胱
餌
髭
仕
的
餌
を
即
諾
絹

も
理
状
況
を
知
っ
て
頂
く
た
め
の
も
の

で
あ
り
ま
す
か
ら
、
充
分
検
討
さ
れ
ま

し
て
市
勢
発
展
の
た
め
御
批
判
と
御
支

暖
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

船
橋
市
の
人
口
は
、
今
や
十
有
余
万

に
達
し
年
々
急
激
な
増
加
と
共
に
市
の

行
政
そ
の
他
各
般
の
事
務
処
理
の
た
め

の
財
政
需
要
は
年
と
共
に
累
増
の
一
途

を
辿
り
、
し
か
も
こ
れ
ら
の
経
費
を
賄

う
財
凛
は
、
依
然
と
し
て
、
そ
の
大
半

を
国
庫
補
助
金
、
地
方
交
付
税
、
起
置

等
に
依
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
現
状

で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
情
況
の
下
に
予
算
の
編

成
か
ら
執
行
を
通
じ
ま
し
て
健
全
財
政

の
確
立
を
目
指
し
冗
費
の
節
約
と
収
入

財
源
の
通
切
な
る
捕
促
に
よ
り
。
諸
施

策
の
充
実
を
因
り
、
市
行
財
政
の
円
滑

な
る
運
営
に
よ
っ
て
、
市
の
発
展
、
産

業
経
済
の
振
興
、
市
民
福
祉
の
増
進
に

寄
与
す
る
た
め
日
夜
努
力
い
た
し
て
お

り
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
充

分
に
市
財
政
の
実
体
を
把
現
さ
れ
明
る

い
住
み
よ
い
船
橋
市
建
設
の
た
め
に
建

設
的
な
御
批
判
と
御
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
し
て
財
政
事
情
を
結
ぶ
こ
と
に

た
い
し
ま
す
。

戸
籍
の
改
製

終
戦
後
憲
法
が
改
正
さ
れ
、
そ
の
線

に
そ
っ
て
、
民
法
や
戸
籍
法
も
、
ま
た

改
正
さ
れ
ま
し
た
が
、
当
時
の
社
会
情

勢
や
経
費
等
の
関
係
で
二
戸
籍
の
改
製

事
務
は
、
改
正
戸
籍
法
施
行
後
十
年
を

経
過
し
た
と
き
に
行
う
こ
と
に
な
っ
て

い
た
の
で
あ
り
ま
す
）

そ
の
十
年
目
が
、
ち
ょ
う
ど
今
年
に

あ
た
る
わ
け
で
、
目
下
全
国
的
に
、
戸

籍
の
改
装
事
務
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す

が
、
私
達
に
関
係
の
深
い
戸
籍
は
ど
う

い
う
ふ
う
に
改
製
さ
れ
る
の
か
、
三
月

号
広
報
に
も
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
し
た
が
、
い
ま
一
度

観
点
を
か
え
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す

戸
籍
改
製
の
手
続
に
つ
い
て
は
、
い

ろ
い
ろ
複
雑
な
規
定
が
あ
り
ま
す
が
、

わ
か
り
や
す
く
い
え
ば
．
一
夫
婦
と
そ

の
手
を
ま
と
め
て
、
一
夫
婦
ご
と
に
一

戸
籍
が
つ
く
ら
れ
る
の
で
あ
り
ま
し
て

夫
ま
た
は
妻
が
い
な
く
て
子
の
あ
る
人

は
、
そ
の
手
と
親
子
で
二
戸
籍
が
つ
く

ら
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
が
一
戸
籍
の
単
位
と
な
っ
て
お

り
ま
す
か
ら
、
親
夫
婦
に
子
供
夫
婦
に

孫
が
、
一
戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
い
る
よ

う
な
従
来
の
戸
籍
は
、
分
解
さ
れ
て
、

右
の
子
供
夫
婦
と
係
は
別
に
新
ら
し
く

一
戸
籍
が
つ
く
ら
れ
て
、
親
夫
婦
と
別

戸
籍
に
な
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

こ
う
い
う
こ
と
が
原
則
に
な
っ
て
い

て
、
改
製
後
も
．
一
夫
婦
を
一
戸
籍
と

し
、
た
と
え
ば
、
筆
頭
者
夫
婦
の
あ
い

だ
に
生
れ
た
長
男
が
、
成
長
し
て
婚
姻

す
れ
ば
、
そ
の
長
男
夫
婦
に
つ
い
て
、

薪
ら
し
く
戸
籍
が
つ
く
ら
れ
て
、
議
と

ほ
封
に
の
戸
籍
に
わ
か
れ
て
ゆ
く
の
で
あ

り
ま
し
て
、
戦
前
の
家
督
相
続
と
い
う

制
度
は
．
な
く
な
っ
た
の
で
あ
り
ま
す

こ
の
原
則
に
よ
っ
て
、
筆
頭
者
の
兄

弟
姉
妹
．
お
ぢ
、
お
ば
、
お
い
、
め
い

、
い
と
こ
等
の
記
載
さ
れ
て
い
る
従
来

の
戸
籍
は
、
お
の
お
の
単
位
別
に
分
解

さ
れ
て
、
そ
の
筆
頭
者
と
は
別
に
析
ら

し
く
戸
籍
が
つ
く
ら
れ
る
の
で
あ
り
ま

す
。そ
し
て
新
ら
し
く
つ
く
ら
れ
た
戸
籍

の
最
勅
に
記
載
さ
れ
る
も
の
が
、
新
戸

籍
の
筆
頭
者
と
い
う
の
は
旧
制
度
の
戸

主
と
は
全
く
別
の
も
の
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
戸
籍
が
、
こ
う
い
う
ふ
う

に
分
解
さ
れ
て
、
た
と
え
、
親
子
、
兄

弟
姉
妹
が
別
戸
籍
に
な
っ
て
も
、
財
産

の
相
続
権
と
か
、
扶
養
の
義
務
等
の
権

利
義
務
に
は
直
接
屈
係
は
な
い
の
で
あ

り
ま
す
。
民
法
第
八
百
七
十
七
条
に
は

直
系
血
族
及
び
兄
弟
姉
妹
は
互
に
扶
養

を
す
る
義
務
が
あ
る
こ
と
を
規
定
し
て

あ
り
ま
し
て
、
戸
籍
が
同
一
で
あ
る
と

か
、
別
で
あ
る
と
か
は
、
関
係
が
な
い

の
で
あ
り
ま
す
p

直
線
関
係
が
な
い
と
申
し
ま
し
た
が

も
と
も
と
戸
籍
事
務
は
、
個
人
の
身
分

関
係
を
公
証
（
お
お
や
け
に
証
明
）
す

る
た
め
の
事
務
で
あ
り
ま
す
か
ら
．
前

記
の
直
系
血
族
C
親
子
、
祖
父
母
、
孫

等
）
と
か
兄
弟
姉
妹
等
の
身
分
関
係
は

正
し
い
戸
籍
の
届
出
に
よ
っ
て
、
は
じ

め
て
は
っ
き
り
い
た
し
ま
す
の
で
、
間

接
的
に
は
権
利
、
義
務
に
重
大
な
関
係

が
あ
り
ま
す
か
ら
、
戸
籍
の
届
出
は
、

必
ず
正
し
い
届
出
を
さ
れ
る
よ
う
お
願

い
た
し
ま
す
。

こ
の
た
び
の
改
製
に
つ
い
て
は
特
別

な
届
出
を
要
し
な
い
で
、
法
規
に
従
っ

て
改
製
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま

す
か
ら
、
こ
諒
承
を
お
願
い
た
し
ま
す

ま
た
、
も
う
一
つ
関
係
の
深
い
こ
と

に
、
戸
籍
謄
本
抄
本
を
請
求
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
が
、
改
製
さ
れ
た
新
戸
籍

の
本
籍
は
、
従
前
の
本
籍
と
同
地
番
で

あ
り
ま
す
か
ら
　
戸
籍
謄
抄
本
を
ご
請

求
の
場
合
は
、
従
来
通
り
の
本
籍
地
番

を
申
出
て
い
た
だ
け
ば
ご
不
自
由
か
け

な
い
よ
う
に
し
て
お
り
ま
す
か
ら
ご
諒

承
を
お
願
い
た
し
ま
す
。

謄
抄
本
の
手
数
料
は
従
来
通
り
一
枚

に
つ
い
て
四
十
円
で
あ
り
ま
す
。

な
お
九
月
一
日
か
ら
市
役
所
の
機
構

改
革
に
よ
り
従
来
の
戸
籍
課
は
市
民
課

と
よ
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
窓

口
事
務
等
は
か
わ
り
ま
せ
ん
の
で
念
の

た
め
。
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中
小
企
業

の
融
資
あ
れ
こ
れ

船
橋
市
で
は
中
小
企
業
を
育
成
す
る

目
的
と
し
て
、
金
融
の
強
化
、
企
業
の

科
学
的
推
進
化
な
ど
の
万
策
に
つ
い
て

相
談
に
応
じ
て
お
り
ま
す
の
で
、
相
談

に
応
じ
た
い
万
は
市
商
工
観
光
課
ま
で

お
出
か
け
下
さ
い
。
次
に
当
市
で
取
あ

つ
か
っ
て
い
る
中
小
企
業
金
融
対
策
は

次
の
通
り
で
す
。

船
橋
市
中
小
企
業
融
資

中
小
企
業
者
で
、
一
般
の
金
融
機
関

か
ら
融
通
し
難
い
設
備
資
金
ま
た
は
運

転
資
金
に
つ
い
て
信
用
保
証
を
つ
け
て

本
市
が
協
定
し
た
金
融
機
関
か
ら
融
資

さ
せ
る
制
度
で
あ
っ
て
、
次
の
要
項
で

実
施
し
て
い
る
。

①
申
込
資
格
　
市
内
に
住
所
、
営
業

所
ま
た
は
事
務
所
を
有
す
る
個
人
ま
た

は
法
人
で
、
同
一
事
業
を
一
カ
年
以
上

経
営
し
、
か
つ
資
本
金
五
百
万
円
以
下

の
法
人
ま
た
は
常
時
使
用
人
総
数
二
百

人
以
下
の
事
業
者

②
対
象
業
種
　
製
造
業
（
物
品
の
加

工
修
理
業
を
ふ
く
む
）
鉱
業
、
土
石
採

取
業
、
建
築
業
、
物
品
販
売
業
、
物
品

貸
付
業
、
運
送
業
、
、
運
送
取
扱
業
、

通
達
事
業
、
倉
庫
業
、
電
気
供
給
業
、

ガ
ス
供
給
業
、
医
業
歯
科
医
業
、
獣
医

業
、
印
刷
業
、
出
版
業
、
写
真
業
、
旅

館
業
、
理
髪
業
、
業
公
衆
浴
場
業
、
広

告
業
と
畜
業

⑧
貸
付
金
親
　
展
別
と
し
て
一
企
業

者
に
つ
い
て
二
十
万
円
以
内
の
設
備
資

金
ま
た
は
運
転
資
金

④
貸
付
期
間
　
原
則
と
し
て
六
カ
月

⑤
返
済
方
法
　
割
賦
返
済
を
原
則
と

す
る⑥
保
証
人
お
よ
び
担
保
　
保
証
人
ま

た
は
担
保
を
必
要
と
す
る

⑦
利
り
つ
　
日
歩
二
銭
九
厘
の
ほ
か

日
歩
七
厘
の
信
用
保
証
料
の
負
担
が
あ

る

⑧
申
込
所
　
市
役
所
商
工
観
光
課
ま

た
は
商
工
会
議
所

千
葉
県
小
口
融
資

促
進
資
金
制
度

県
下
中
小
企
業
の
金
融
難
に
か
ん
が

み
、
小
口
融
資
の
促
進
を
計
る
た
め
、

県
か
一
定
の
資
金
を
千
葉
県
信
用
保
証

協
会
民
対
し
て
、
貸
付
を
行
い
、
同
協

会
は
こ
れ
を
県
の
指
定
す
る
金
融
機
関

に
預
託
し
、
こ
の
金
融
機
関
は
預
託
金

に
自
己
資
金
を
加
え
、
そ
の
三
倍
の
金

額
を
限
度
と
し
て
、
県
内
の
中
小
企
業

音
に
信
用
保
証
付
融
資
を
行
う
制
度
で

あ
る
。
要
項
は
次
の
通
り

①
申
込
資
格
　
市
内
に
任
所
．
営
業

所
ま
た
は
事
務
所
を
有
す
る
個
人
ま
た

は
法
人
で
同
一
事
業
を
一
カ
年
以
上
経

営
し
、
か
つ
貴
本
金
五
十
万
円
以
下
の

法
人
ま
た
は
常
時
使
用
人
総
数
五
人
以

下
の
事
業
者
（
商
業
ま
た
は
サ
ー
ビ
ス

業
を
主
た
る
事
業
と
す
る
事
業
者
に
つ
．

昭和33年度第3次

二等陸・海・空士募集

◇受付期間

9月1日から10月10日まで

◇応募資格

満18才以上25才未満の者

中学卒業以上の学力ある者∫

◇試験期日

10月19日から11月5日まで

◇募集人員

陸：海、空、計　11．340名

◇くわしいことは市役所総務課に

＿手綻妥項がありますからお越し
下さい。

慶
・
弔
　
（
七
月
分
）

出

生

の

部

町
名
　
保
護
者
名
　
出
生
児
名
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い
て
は
二
人
）

①
対
象
業
種
　
製
造
業
（
物
品
の
加

工
修
理
業
を
ふ
く
む
）
鉱
業
、
土
石
採

取
業
、
建
設
業
、
△
物
品
販
売
業
△
物

品
貸
付
業
、
運
送
業
、
△
運
送
坂
扱
業

通
運
事
業
、
倉
庫
業
、
電
気
供
給
業
、

ガ
ス
供
給
業
、
印
刷
業
号
　
△
出
版
業

△
写
真
業
、
△
旅
館
業
、
△
理
容
業
、

△
公
衆
浴
場
業
、
△
広
告
業
、
と
専
業

△
映
画
興
行
業

註
　
△
印
は
商
業
又
は
サ
ー
ビ
ス
業

⑧
貸
付
金
額
　
小
企
業
者
一
人
に
つ

き
二
十
万
月
以
内
、
こ
の
小
企
業
者
が

中
小
企
業
等
協
回
組
盲
で
あ
る
と
き
は

五
十
万
円
以
内
の
運
転
資
金

④
貸
付
期
間
　
十
二
カ
月

⑤
返
済
方
法
　
割
賦
弁
済
を
原
則
と

す
る⑥
保
証
人
及
び
担
保
　
二
人
以
上
の

保
証
人
ま
た
は
担
保
を
必
要
と
す
る

⑦
判
り
つ
　
日
歩
三
銭
の
ほ
か
日
歩

七
厘
の
信
用
保
証
料
を
負
担
す
る

⑨
由
込
所
　
市
商
工
観
光
課
へ
申
込

書
を
提
出
す
る

国
民
金
融
公
庫
に
よ
る
融
資

一
般
中
小
企
業
者
の
た
め
に
号
小
口

資
金
を
融
愛
す
る
こ
と
を
業
務
と
し
て

い
る
金
融
機
関
と
し
て
の
国
民
金
融
公

庫
を
利
用
さ
れ
る
か
た
の
た
め
に
、
融

資
の
あ
っ
せ
ん
を
す
る
と
と
も
に
、
償

還
を
た
や
す
く
す
る
た
め
国
民
金
融
公

庫
協
力
会
が
商
工
会
議
所
内
に
設
置
さ

れ
て
お
り
ま
す
の
で
入
会
を
お
す
す
め

い
た
し
ま
す
。

①
甲
種
普
通
貸
付

ィ
、
借
受
人
の
資
格
　
中
小
企
業
者

で
、
適
切
な
事
業
資
金
を
必
要
と
す
る

も
のロ
、
貸
付
限
度
　
個
人
の
場
合
は
二

十
万
円
以
内
、
連
帯
の
場
合
は
五
十
万

円
以
内
（
連
帯
の
場
合
と
は
会
社
等
の

企
業
体
と
関
係
の
あ
る
役
員
等
が
連
帯

し
て
こ
の
企
業
体
の
た
め
に
借
入
を
行

う
場
合
を
い
う
）

ハ
、
貸
付
利
り
つ
　
年
九
分
六
厘

（
月
利
入
庫
）

こ
、
貸
付
期
間
　
三
年
以
内

ホ
．
返
済
方
法
　
月
賦
そ
の
他

へ
、
保
証
人
一
名
以
上
　
た
だ
し

担
保
を
出
す
場
合
ま
た
は
連
帯
の
場
合

は
必
要
と
し
な
い
こ
と
も
あ
る

ト
、
担
保
原
則
と
し
て
不
必
要

④
、
乙
種
普
通
貸
付

ィ
、
借
受
人
の
資
格
　
甲
種
普
通
貸

付
と
同
じ
で
す
が
、
比
較
的
規
ぼ
が
大

き
く
、
か
つ
国
民
経
済
の
繹
持
、
発
展

に
必
要
な
事
業
に
限
り
サ
、
－
ビ
ス
業

か
ん
け
い
の
事
業
は
除
く

ロ
、
貸
付
限
度
　
個
人
の
場
合
五
十

万
円
以
内
、
連
帯
の
場
合
二
百
万
円
以

内

ハ
、
貸
付
利
り
つ
　
年
九
分
六
厘

（
月
利
八
厘
〕

こ
、
貸
付
期
間
　
五
年
以
内

ホ
、
担
保
　
百
万
円
を
こ
え
る
場
合

は
原
則
ど
し
て
不
動
産
そ
の
他
の
担
保

を
必
要
と
す
る

保
証
人
お
よ
び
返
濟
方
法
に
つ
い
て

は
、
甲
種
普
通
貸
付
と
同
じ

洋
裁
実
習
生
の
募
集

船
橋
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
職
業

補
導
の
目
的
で
洋
裁
実
習
生
を
次
の
要

償
で
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

一
、
科
　
目
　
基
礎
指
導
、
製
図
、

裁
断
実
習

一
、
修
了
期
間
　
六
ヵ
月

一
、
申
込
資
格
　
年
令
を
問
わ
ず
、

市
内
居
住
者
　
女
子

一
、
月
　
謝
　
無
料

一
、
申
込
方
法
　
船
橋
市
湊
町
三
丁

目
二
二
七
八
公
民
館
裏

一
、
申
込
期
日
　
毎
月
二
十
日
ま
で

く
わ
し
い
こ
と
は
直
接
社
会

福
祉
協
議
会
事
務
所
ま
た
は
市
役
所
民

生
課
へ
お
問
合
せ
下
さ
い
。

補
欠
の
民
生
委
員

欠
員
に
な
っ
て
い
た
民
生
委
員
が
次

の
よ
う
に
き
ま
り
ま
し
た
。

渡
合
　
　
深

及
川
　
俊
雄

川
崎
小
太
郎

福
田
一
郎

佐
々
木
紀
子

大
塚
　
保
夫

石
川
　
文
治

死
亡
　
の
部

町
名
　
　
死
亡
著
名
　
年
舎

……　21……



お
と
し
も
の
の
お
知
ら
せ

七
月
十
三
日
か
ら
八
月
九
日
ま
で
の
お
と
し
も
の
は
次
の
通
り
で
す
。

お
心
あ
た
り
の
万
は
船
橋
警
察
署
拾
得
係
ま
で
お
聞
合
せ
下
さ
い
。

船

橋

警

察

署

記

月

　

日

　

　

　

名

称

　

種

類

　

数

量

　

　

拾

痔

場

所

七
、
一
三
　
自
転
車
　
宮
田
号
　
　
　
萱
　
官
本
町
通
り

一
五
　
　
ガ
マ
口
　
重
千
百
円
・
　
萱
　
　
本
田
〃

一
三
　
自
転
車
　
ゼ
ブ
ラ
号
　
　
売
　
宮
本
町
〃

一
九
　
ガ
マ
ロ
　
七
百
七
拾
円
　
萱
　
小
栗
原
町
″

二
日
　
　
ガ
マ
ロ
　
九
百
円
　
　
　
萱
　
　
〃

二
三
　
腕
時
計
　
　
　
　
　
　
　
萱
　
本
町
″

二
五
　
　
自
転
車
　
（
青
山
）
　
　
　
萱
　
小
栗
原
町
〃

二
四
　
財
布
　
七
百
円
　
　
　
　
萱
　
本
町
〃

〃
　
　
財
布
　
七
百
拾
円
　
　
　
萱
　
　
夏
見
町
〃

二
六
　
　
リ
ヤ
カ
ー
　
　
　
　
　
　
萱
　
　
″

二
七
　
　
リ
ヤ
カ
ー
　
　
　
　
　
萱
　
小
栗
原
町
〃

二
九
　
萱
千
円
　
　
　
　
　
　
　
　
　
習
志
野
町
〃

三
〇
　
ガ
マ
ロ
　
参
千
六
拾
五
円
　
壱
　
本
町
〃

〃
　
　
　
萱
千
円
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
海
神
町
〃

八
、
一
　
重
千
六
百
円
　
　
　
　
　
　
　
　
本
町
〃

二
　
　
財
布
　
七
百
参
拾
七
円
　
　
萱
　
　
浜
町
〃

〃
　
　
財
布
　
九
百
戒
拾
円
　
　
　
萱
　
　
本
町
〃

三
　
　
財
布
　
六
百
円
　
　
　
　
萱
　
　
本
町
〃

〃
　
　
萱
千
円
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
湊
町
〃

四
　
　
懐
中
時
計
　
　
　
　
　
　
萱
　
　
小
栗
原
町
〃

二
　
　
腕
時
計
　
　
　
　
　
　
　
萱
　
　
本
町
〃

七
　
　
財
布
　
四
千
弐
百
萱
円
　
　
萱
　
　
〃

〃
　
　
片
脳
油
　
　
　
　
弐
拾
田
缶
　
　
小
栗
原
町
・

〃
　
　
柔
道
衣
　
（
伊
藤
）
　
　
　
　
萱
　
　
宮
本
町
〃

〃
　
　
藤
椅
子
　
　
　
　
　
　
　
萱
　
　
本
郷
町

九
　
　
五
百
円
〃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
町
〃

売るにも買うにもメートル法で

皆
さ
ん
来
年
の
一
月

一
日
か
ら
メ
ー
ト
ル

法
専
用
に
な
り
ま
す

◎
皆
さ
ん
…
来
年
の
一
月
一

日
か
ら
メ
ー
ト
ル
法
専
用
に
な

り
ま
す
。

物
を
は
か
る
基
準
で
あ
る
計

量
単
位
は
法
律
で
い
よ
い
よ
メ

ー
ト
ル
法
一
本
に
統
一
さ
れ
、

今
ま
で
の
尺
貫
、
ヤ
ー
ド
、
ポ

ン
ド
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
一

般
商
店
の
坂
引
と
か
そ
の
他
証

明
の
際
に
こ
れ
を
犯
し
た
場
合

は
罰
則
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

メ
ー
ト
ル
法
に
進
ん

で
ご
協
力
下
さ
い

県
下
の
各
商
店
で
、
は
来
年

に
な
っ
て
混
乱
し
な
い
よ
う
に

今
か
ら
準
侍
し
て
、
近
く
メ
ー
ト
ル
法

売
り
を
一
斉
に
実
施
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
家
庭
の
み
な
さ
ん
は
、
進
ん

で
メ
ー
ト
ル
法
貰
い
で
、
し
か
も
間
違

い
の
起
ら
な
い
量
目
買
い
で
協
力
下
さ

い
。そ
こ
で
早
く
メ
ー
ト
ル
法
に
な
じ
む

た
め
に
は
メ
ー
ト
ル
法
を
一
番
早
く
お

ぼ
え
る
近
道
と
し
て
、
換
算
し
な
い
こ

と
で
す
。メ
ー
ト
ル
法
は
換
算
し
な

い
こ
と

例
え
ば
一
〇
〇
匁
が
三
七
五
グ
ラ
ム

に
あ
た
る
と
い
っ
た
換
算
を
す
る
と
、

か
え
っ
て
わ
ず
ら
わ
し
く
、
な
か
な
か

メ
ー
ト
ル
法
に
な
じ
め
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
ま
ず
「
メ
ー
ト
ル
法
で
買

っ
て
み
る
こ
と
で
す
」

あ
る
座
談
会
の
父
兄
に

石

井

は

な

先
き
頃
宮
本
の
小
学
校
で
父
兄
や
有

志
警
察
宮
も
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て
如
何

に
し
て
現
代
の
青
少
年
を
指
導
す
べ
き

か
に
つ
い
て
研
究
し
話
し
合
い
ま
し
た

そ
の
時
多
／
、
の
父
兄
が
現
在
の
悪
い
映

画
の
影
響
が
も
っ
と
も
多
い
か
ら
映
画

を
な
ん
と
か
し
て
ほ
し
い
、
と
し
き
り

に
声
を
高
く
し
て
警
察
官
に
う
つ
た
へ

て
を
り
ま
し
た
。
警
察
方
で
は
、
映
画

館
も
職
業
だ
か
ら
む
や
み
に
口
出
し
は

出
来
な
い
と
の
こ
と
、
ご
も
っ
と
も
な

御
意
見
だ
と
思
い
ま
し
た
。
看
板
に
十

八
才
以
下
は
ご
え
ん
り
よ
下
さ
い
。
そ

ん
な
札
が
出
る
と
映
画
館
は
超
満
員
と

の
こ
と
、
ど
う
し
た
事
で
せ
う
か
。
秘

さ
れ
た
も
の
は
ど
う
し
て
も
み
た
い
こ

ん
な
気
も
ち
は
大
人
も
子
供
も
同
じ
儲

に
本
館
的
に
も
つ
て
お
り
ま
し
よ
う
大

人
に
も
子
供
の
心
が
あ
る
と
同
時
に
子

供
に
は
子
供
の
独
立
し
た
心
が
あ
る
は

ず
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
大
人
で
あ
る
私

達
は
考
え
を
深
く
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
惑
い
と
い
う
も
の
は
み
な
け
れ

ば
よ
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
、
更
に
一

歩
進
ん
で
み
な
い
で
す
む
様
、
み
せ
な

い
で
す
む
様
な
心
が
ま
へ
を
作
る
こ
と

に
努
力
さ
れ
て
は
如
何
で
し
ょ
う
か
。
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市民の声
広
報
に
進
言
三
題

「
広
報
」
は
一
般
雑
誌
と
異
な
り
、

市
民
を
対
し
よ
う
と
し
て
の
み
．
そ

の
意
義
と
使
命
を
持
っ
て
存
在
す
る

特
殊
性
の
あ
る
刊
行
物
で
あ
る
。
広

報
を
読
む
と
読
ま
な
い
、
用
不
用
あ

る
い
は
利
益
不
利
益
等
に
つ
い
て
論

ず
る
こ
と
は
各
人
の
自
由
勝
手
で
あ

る
が
、
広
報
の
特
殊
性
を
考
え
る
時

そ
れ
が
大
変
な
間
違
で
あ
る
こ
と
を

見
出
す
で

あ
ろ
う
。

わ
れ
わ
れ

は
常
に
正

し
い
認
識

で
、
広
報

を
自
ら
育

て
、
自
ら

読
み
、
自

ら
行
う
い

わ
ゆ
る
市

民
は
わ
れ

も
人
も
力
を
結
集
し
広
報
を
市
民
の

総
意
の
も
の
に
す
る
こ
と
が
先
づ
第

一
の
急
務
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
（
こ
の
意
味
で
広
報
係
諮
彦
は

そ
の
産
婆
役
で
あ
る
）
　
こ
う
し
た
条

件
が
叶
っ
て
始
め
て
広
報
は
多
数
の

市
民
か
ら
支
持
を
受
け
る
、
ま
た
地

域
社
会
に
お
け
る
教
養
的
智
慧
の
ポ
ス

ト
と
な
り
．
親
し
く
愛
読
さ
れ
る
。
期

せ
ず
し
て
市
民
生
活
上
の
好
伴
侶
と
も

な
る
と
共
に
、
よ
り
明
る
く
繁
栄
す
る

船
橋
を
生
む
源
動
力
と
も
な
り
得
る
と

信
ず
る
。

現
在
の
広
報
が
こ
う
し
た
貫
録
を
備

え
て
い
る
か
否
か
は
、
各
人
の
批
判
に

委
せ
る
と
す
る
が
、
若
し
非
難
す
る
と

こ
ろ
あ
り
と
す
る
な
れ
ば
、
恐
ら
く
、

広
報
、
に
対
す
る
市
民
の
熱
意
が
不
足

し
て
い
る
と
、
自
ら
省
み
て
、
思
わ
ざ

る
を
得
な
い
。

私
は
こ
う
し
た
見
解
か
ら
、
一
読
者

と
し
て
の
立
場
か
ら
、
広
報
に
次
の
三

点
を
希
望
す
る
。

そ
の
第
一
は
、
例
外
と
し
こ
広
報
の

自
由
販
売
制
を
採
用
す
る
こ
と
で
あ
る

そ
の
理
由
は
、
現
在
行
わ
れ
て
い
る

各
戸
に
対
す
る
無
料
回
覧
制
は
原
則
と

し
て
。
誠
に
結
構
な
方
法
で
あ
る
か
ら

今
後
も
存
続
す
る
に
異
存
は
な
い
が
し

か
し
、
回
覧
が
中
途
で
脱
落
す
る
こ
と

も
あ
る
。
ま
た
回
覧
時
に
不
在
者
も
あ

る
、
あ
る
い
は
個
人
購
入
を
欲
す
る
場

合
も
あ
る
。
そ
の
他
回
覧
制
に
は
い
く

つ
か
の
欠
陥
と
不
便
が
あ
る
。
こ
れ
等

の
点
を
除
く
た
め
に
、
例
外
と
し
て
広

報
の
自
由
販
売
制
の
実
施
を
提
唱
す
る

そ
の
方
法
と
し
て
市
内
の
書
店
、
駅
売

店
お
よ
び
文
具
店
等
に
委
託
販
売
を
す

る
。
委
託
中
は
必
ず
広
報
何
月
号
発
売

中
と
そ
の
店
頭
に
広
告
す
る
こ
と
。

そ
の
第
二
は
編
集
の
拡
大
強
化
と
投

書
の
取
扱
に
つ
い
て
で
あ
る
。

現
在
の
棉
集
方
針
を
刷
新
し
、
そ
の

内
容
を
一
層
充
実
せ
し
め
た
い
、
そ
れ

が
た
め
現
在
の
取
材
方
針
と
見
ら
れ
・
号

市
政
重
点
か
ら
市
民
関
係
全
般
（
市
域

内
の
政
治
、
社
会
、
産
業
、
経
済
、
文

化
等
）
に
切
り
換
え
る
。
そ
し
て
そ
の

時
期
に
当
面
し
っ
～
あ
る
最
大
時
車
間

垣
を
と
り
あ
げ
、
そ
れ
を
主
題
と
し
、

そ
の
は
ば
を
広
く
且
つ
深
く
掘
り
下
げ

る
と
共
に
い
ろ
い
ろ
の
角
度
か
ら
検
討

し
、
誰
も
納
得
す
る
に
足
る
記
事
を
集

中
し
た
い
わ
ゆ
る
特
集
号
C
広
報
三

頁
ぐ
ら
い
を
利
用
す
る
）
毎
月
発
行
す

る
。
た
と
え
ば
五
月
号
に
は
船
橋
の
現

産
業
と
将
来
に
つ
い
て
（
今
な
れ
ば
特

に
死
活
副
題
に
当
面
し
っ
つ
あ
る
漁
業

を
探
る
）
六
月
号
に
は
教
育
関
係
の
語

間
超
に
つ
い
て
七
月
号
に
は
観
光
都

市
と
し
て
の
船
橋
の
現
況
と
将
来
に
つ

い
て
な
ど
、
な
お
こ
の
特
集
す
る
課
題

に
つ
い
て
は
独
善
を
さ
け
る
た
め
、
一

般
市
民
か
ら
そ
の
希
望
を
募
る
こ
と
が

賢
明
な
方
法
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

次
は
投
書
の
取
扱
で
あ
る
。
投
書
の

重
安
な
こ
と
は
一
般
新
聞
、
雑
誌
、
ラ

ジ
オ
で
も
見
ら
れ
る
、
特
に
市
広
報
に

お
い
て
も
こ
れ
に
多
大
な
関
心
を
払
い

つ
つ
あ
る
こ
と
は
誌
面
を
通
じ
伺
い
知

る
こ
と
が
出
来
る
が
、
そ
の
性
質
上
、

他
の
一
般
刊
行
物
に
比
し
、
よ
り
以
上

に
投
書
を
重
視
す
る
必
要
が
あ
る
。
す

な
は
ち
善
意
の
投
書
で
あ
る
限
り
、
こ

れ
を
最
も
親
切
に
か
つ
慎
重
に
取
扱
う

こ
と
を
望
み
た
い
。
た
と
え
ば
そ
の
方

法
と
し
て
一
例
を
あ
げ
れ
ば
、
広
報
掲

載
の
投
書
で
、
回
答
を
要
求
す
る
も
の

に
対
し
て
は
、
そ
の
関
係
当
事
者
の
回

答
を
必
ず
附
す
る
こ
と
。
不
掲
載
の
も

の
に
対
し
て
は
そ
の
投
書
者
に
投
書
の

措
置
を
必
ず
通
知
す
る
こ
ど
。

そ
の
第
三
は
発
行
日
を
厳
守
す
る
こ

と
で
あ
る
。

定
期
刊
行
物
は
発
行
日
に
発
行
す
る

を
原
則
と
す
る
。
広
報
に
お
い
て
も
こ

の
原
則
を
一
日
も
早
く
実
現
し
て
欲
し

い
（
ま
め
つ
し
た
活
字
は
読
み
に
く
い

か
ら
併
用
し
な
い
こ
と
）

以
上
三
項
に
わ
た
っ
て
愚
見
を
申
上

げ
ま
し
た
。
多
少
な
り
と
も
ご
参
考
に

な
れ
ば
幸
甚
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
「
船
橋
の
繁
栄
は
広
報
の
繁
栄
か

ら
」
と
確
信
し
、
関
係
清
彦
の
御
健
園

を
祈
っ
て
や
ま
な
い
も
の
で
あ
り
ま

す
、
湊
　
町
　
　
棚
　
橋
　
正
　
長

高
速
堆
肥
化
処
理
場
に
望
む

船
橋
の
広
報
が
廻
っ
て
来
て
、
毎

月
の
表
紙
画
の
よ
く
も
変
っ
て
る
の

に
驚
き
も
し
、
楽
し
み
に
も
し
て
お

る
の
で
あ
り
ま
す
が
、
八
月
号
の
表

紙
写
真
を
見
た
と
た
ん
に
、
台
風
十

一
号
の
工
場
惨
害
の
跡
か
と
思
い
な

が
ら
よ
く
見
る
と
．
こ
れ
が
評
判
の

高
速
堆
肥
化
装
置
で
、
裏
面
詳
細
の

解
説
に
よ
っ
て
、
万
違
算
の
な
い
新

機
構
で
あ
る
ら
し
い
こ
と
が
、
私
達

素
人
に
も
感
じ
と
ら
れ
た
の
で
あ
り

ま
す
。
こ
う
し
て
間
も
な
く
、
そ
の

新
堆
肥
な
る
も
の
が
、
バ
ツ
コ
ウ
槽

か
ら
も
り
も
り
と
排
出
さ
れ
、
待
ち

か
ま
え
た
青
年
新
蔑
人
達
に
よ
っ
て

縦
横
に
試
検
さ
れ
る
訳
で
あ
ろ
う
と

思
う
と
．
こ
～
に
も
文
化
国
家
の
あ

り
よ
う
と
．
時
代
テ
ン
ポ
の
早
さ
を

感
ぜ
ず
に
い
ら
れ
な
い
の
で
あ
り
ま

す
。し
か
し
物
理
化
学
の
併
用
さ
れ
る

こ
の
種
新
産
業
は
、
見
か
け
ほ
ど
単

純
で
な
い
こ
と
を
、
予
期
さ
れ
ま
た

県
内
創
始
の
栄
誉
と
共
に
責
任
と
い

う
こ
と
も
考
え
ら
れ
て
、
あ
く
ま
で

も
慎
重
善
処
の
操
業
を
希
望
申
上
げ

た
い
の
で
あ
り
ま
す
。
（
一
市
民
）

……23…‥・



船
橋
市
役
所
の

機
構
改
革
と
人
の
動
き

九
月
一
日
付
次
の
通
り
発
令

秘
　
書
　
課

課
長
　
川
奈
部
嘉
一
郎
　
同
補
佐
兼

秘
書
係
長
　
万
木
幸
雄
　
人
事
係
長

小
杉
幸
治
　
定
員
は
九
名
で
、
従
来
統

計
、
広
報
は
庶
務
課
に
移
管
さ
れ
た
。

庶
　
務
　
課

課
長
　
高
橋
一
郎
　
同
補
佐
兼
市
民

相
談
室
長
　
近
藤
一
夫
　
庶
務
文
書
係

長
　
中
村
達
雄
　
統
計
係
長
　
本
田
行

夫
　
広
報
係
長
　
中
村
録
郎
　
自
動
車

係
長
　
高
橋
賢
次
郎
　
定
員
囲
二
名
で

新
ら
し
く
市
民
相
談
係
を
新
設
、
庶
務

文
書
係
中
、
案
内
人
を
増
員
、
従
来
の

財
政
号
経
理
、
公
営
競
技
係
を
財
政
課

へ
移
管
し
た
。

財
　
政
　
課

課
長
　
鈴
木
光
太
郎
　
同
補
佐
兼
経

理
係
長
　
石
井
速
雄
　
財
政
係
長
　
成

田
知
示
　
管
財
係
長
　
黒
川
秀
書
　
公

営
競
技
係
長
　
貞
垣
金
太
郎
　
定
員
二

六
名
、
で
移
管
さ
れ
た
係
の
他
、
新
た

に
管
財
係
を
新
設

税
　
務
　
課

課
長
　
鳥
光
字
太
郎
　
同
補
佐
兼
庶

務
諸
税
係
長
　
青
木
正
雄
　
市
民
税
係

役
　
伊
藤
定
書
　
固
定
資
産
税
係
長

山
本
一
郎
　
定
員
三
四
名

徴
　
収
　
謀

課
長
　
野
口
栄
治
　
同
課
長
補
佐
兼

徴
収
第
一
係
長
　
石
井
彦
治
郎
　
徴
収

第
二
係
長
　
萩
原
忠
　
徴
収
第
三
係
長

植
草
範
大
　
庶
務
係
藁
　
大
野
勝
比
呂

定
員
二
四
名

農
水
産
課

課
長
　
高
木
浚
司
　
同
補
佐
乗
農
業

係
長
　
相
川
猛
　
水
産
係
長
　
谷
沢
保

一
一
畜
産
林
業
係
長
　
森
田
三
郎
　
土

地
改
良
係
長
　
岩
本
敏
夫
　
定
員
一
四

名
で
、
従
来
商
工
水
産
課
に
あ
っ
た
水

産
係
を
移
管
。

商
工
観
光
課

課
長
　
鵜
沢
秀
男
　
間
補
佐
兼
商
業

観
光
係
長
　
藤
代
信
義
　
工
業
係
長

神
田
多
三
郎
　
定
員
七
名
で
、
従
来
あ

っ
た
水
産
係
を
農
水
産
課
へ
移
管
、
配

給
事
務
を
市
民
課
に
移
管

民
　
生
　
課

課
長
　
藤
代
保
　
同
補
佐
兼
厚
生
係

長
　
平
艮
充
広
　
庶
務
係
長
　
中
台
弘

公
益
質
屋
係
長
　
加
藤
中
　
定
員
二

七
名
（
保
育
園
、
母
子
寮
を
ふ
く
む
）

国
民
健
康
保
険
診
療
所
を
保
険
課
へ
移

管

保
　
険
　
課

課
長
　
戸
塚
尭
　
同
補
佐
兼
調
査
係

長
　
稲
葉
精
吾
　
庶
務
係
長
　
陽
木
皮

一
定
良
二
六
名
、
新
設
さ
れ
た
諜

衛
　
生
　
課

課
長
　
大
野
描
一
同
補
佐
兼
環
境

係
長
　
佐
藤
国
俊
　
予
防
係
長
　
矢
作

政
一
清
掃
係
長
　
澤
部
時
雄
　
高
速

堆
肥
化
処
理
場
長
　
吉
野
与
一
定
員

五
七
名
、
新
た
に
高
遠
堆
肥
化
処
理
場

を
新
設
、
増
火
薬
、
妊
産
婦
事
務
を
市

民
課
へ
移
管

市
　
民
　
課

課
長
　
尾
山
光
成
　
同
椚
佐
瀬
市
民

係
長
　
渡
辺
理
記
　
戸
籍
係
長
　
渡
辺

茂
之
　
住
民
登
録
係
長
　
秋
山
三
良

定
員
一
九
名
、
旧
商
工
課
の
配
給
事
務

衛
生
課
の
埋
火
葬
、
妊
産
婦
事
務
を
統

合
、
旧
戸
籍
課
の
名
称
を
市
民
課
に
改

む

建
　
設
　
課

課
長
　
河
津
要
　
同
補
佐
兼
営
繕
係

長
　
本
間
敏
雄
　
庶
務
係
長
　
五
十
嵐

武
雄
　
土
木
係
長
　
篠
塚
弘
治
　
住
宅

係
長
　
三
橋
実

郡
市
計
画
課

課
長
心
得
　
西
由
末
吉
　
同
補
佐
心

得
兼
庶
務
係
長
江
口
調
釆
　
計
画
係
長

欠
　
工
務
係
長
　
五
十
嵐
空
居
　
定

員
一
〇
名
収
入
役
室

収
入
役
代
理
兼
金
銭
出
納
係
長
　
高

橋
諒
　
物
品
出
納
係
長
　
須
田
措
二

固
定
資
産
評
価
員
皇

評
価
艮
代
理
心
得
　
山
口
重
平

福
祉
事
務
所

所
長
　
中
村
一
治
　
所
長
補
佐
兼
保

護
係
長
　
矢
野
正
男
　
庶
務
係
長
一
一

見
広
三
郎
二
宮
出
張
所

所
長
　
柴
田
良
信

豊
富
出
所
張

所
長
　
飯
島
正
一

昭和33年度共同募金目標預

千葉県の目標額　　　　27・000・000
船橋市の目標額　　　　1．499．040

昭和32年度船橋市関係配分
ひなぎく保育園　　　　　　11．830
めぐみ　〟　　　　　　　　　23．330
中山あけぼの〃　　　　　　11．830
恩　寵　園　　　　　　　164．500
船橋技術工接訓練所　　1・900・000

船翳市社会福祉協議会　　270．691
及共同募金会友会

合　　　　計　　　2．532・181

京
葉
工
業
地
帯
に
荷
な
う
当
船
橋
市

の
海
面
五
十
万
坪
の
埋
立
第
二
年
目
の

工
事
の
現
況
、
並
び
に
目
下
進
行
中
の

船
橋
市
役
所
新
庁
舎
の
現
況
写
真
を
お

送
り
す
る
。
こ
の
双
方
と
も
に
い
ろ
い

ろ
な
意
味
で
、
市
民
に
取
さ
た
さ
れ
、

こ
と
に
時
期
、
場
所
等
に
お
い
て
と
か

く
の
批
判
が
あ
っ
た
も
の
だ
が
、
そ
の

後
写
真
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
埋
立
も
順

調
に
進
み
、
新
庁
舎
も
そ
の
骨
組
み
を

終
る
進
行
振
り
で
あ
る
が
、
こ
の
新
庁

舎
屋
上
か
ら
海
面
或
は
市
街
を
み
る
と

延
び
ゆ
く
船
橋
は
ま
ず
新
庁
舎
か
ら
と

叫
び
た
く
な
る
。
新
庁
舎
は
船
橋
市
の

要
で
あ
る
こ
と
に
感
を
深
く
を
る
。
論

よ
り
し
よ
う
こ
一
望
を
す
す
め
る
次
第

船
橋
市
広
報

第

九

巻

第

九

号

昭
和
三
十
三
年
九
月
一
日
発
行

千
葉
県
船
橋
市
本
町
五
7
一
五
七
〇

発
行
所
　
船
橋
市
役
所

発
行
人
　
大
胡
貞
一
郎

編
集
人
　
中
　
村
　
録
　
郎

千
葉
県
船
橋
市
本
町
二
一
ノ
一
一
三
．
五

印
刷
所
　
斉
藤
印
刷
所

印
刷
人
　
斉
藤
　
春
治
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新農山漁村振興計画による前見塚地区の畑地かんがい

畑地港がいが尖施される前貝塚町は当船橋

市の中部地帯で、農家六七戸、田二五五反、

畑六〇六度、一戸平均田三．八反、畑九反の

零細農家経営を営んでいる肝0

田は自家食糧生産に止まり、農家経済の基礎

年間平均一戸三三八、000円のそ菜収入に

おいているが、その主力である夏そ菜につい

ては、常に天候に支配され、水利の便もなく

かん害に災され、牧獲皆無の時もある○

通常四〇％の生産減でしかし晶質の劣悪化に

よる販売高の減少を招き、常に農家経済を不

安定にしている0

実施される事業の概要は政府における新農

山漁村振興計画に基き地元葛飾農協が主体と

たり、昭和三十三年に実施、本年十月完成が

見込まれるもので号総工費四三五万、うち政

府補助三七％及び市補助、地元負粗で、総受

益面積一五町歩に地下一〇しつ米の地下水を揚

水し、U字溝及びサイフオンまた斜面畑には

スプリンクラーによる散水施設がほどとさ

れ、導水延長一一六〇米に及ぶもの0

この工事完成後には四〇％の収量増加と晶

質の向上が見込まれ、価額にして五九二万円

の増収が薪持される。（写亙揚水ポンプノ〕さ

くせん）第四回市民水泳大会

船
橋
市
水
泳
協
会
、
市
休
協
、
市
教
委
共
催
に
よ
る
恒
例
市
民

水
泳
大
会
は
本
年
第
四
回
日
を
迎
え
、
本
年
新
装
の
船
中
ブ
ー
ル

で
、
八
誹
二
十
四
日
年
前
十
時
か
ら
（
午
後
固
持
終
了
）
を
加
温

手
段
貞
雷
、
小
、
中
号
嵩
及
び
一
般
約
二
〇
〇
名
去
加
の
も
と

に
開
会
、
地
域
、
鵜
場
対
枕
な
ど
華
や
か
な
葦
接
が
く
り
終
ろ
け

ら
れ
、
年
ご
と
に
大
会
記
録
が
生
れ
て
い
る
。

な
お
翌
二
十
五
日
同
ブ
ー
ル
で
市
水
協
、
実
煙
の
認
定
会
が
催
さ

れ
た
。



毎
年
九
月
十
五
日
に
行
わ
れ
る

握
本
遥
挙
人
名
雛
の
隅
製
に
つ
い
て

週
拳
が
行
わ
れ
、
投
票
場
に
き
て

わ
た
し
の
名
前
が
名
簿
に
縄
っ
て
い

な
い
の
は
ど
う
し
た
駅
で
し
よ
う
、

な
ど
と
い
う
声
を
投
票
日
に
な
っ
て

書
か
れ
る
こ
と
が
多
く
あ
u
V
ま
す
．

こ
う
し
た
間
違
い
の
中
に
は
名
簿
日

動
に
つ
い
て
の
手
違
い
も
全
く
な
い

と
は
云
い
切
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
の
陳

と
ん
ど
が
調
査
の
際
、
申
立
て
の
不

膚
に
よ
る
場
合
が
多
い
の
で
す
。

譲
的
に
申
し
ま
す
と
名
簿
が
確
定
し

で
し
ま
っ
て
か
ら
で
は
、
異
教
盲
申

立
て
ら
れ
ま
し
て
も
し
ょ
う
が
な
い

こ
と
に
な
っ
て
お
目
Ⅴ
ま
す
が
、
毎
年

九
月
十
五
日
親
喪
で
遇
事
故
の
資
格

満
査
を
行
っ
て
お
り
ま
す
か
ら
，
こ

の
期
蘭
に
脱
嘉
す
る
こ
と
の
な
い
よ

う
に
ご
配
鷹
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し

て
お
き
ま
す
．

一
、
該
当
者
の
年
令
　
昭
和
十
三
年
十
二
月
二
十
一
日
以
前

に
出
生
し
た
人
（
滞
二
十
才
以
上
に

一
、
居
住
の
期
二
間
　
本
年
六
月
十
六
日
以
前
か
ら
引
統
き

当
市
に
住
所
を
有
す
る
人

一
、
洞
査
表
収
集
期
間
　
本
年
九
月
十
五
日
か
ら
廿
七
日
ま
で

一
、
名
簿
の
調
製
　
本
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
に
調
製

一
、
名
簿
の
縦
覧
　
十
一
月
五
日
か
ら
十
五
日
間

脱
漏
又
は
誤
載
あ
り
と
麓
め
た
音
は
右
の
期
間
内
に
文
書
で
異
議
の

申
立
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

実
名
簿
確
定
日
　
本
年
十
二
月
二
十
日

欠

　

格

　

者

左
に
が
い
草
す
る
も
の
は
迦
拳
権
及
被

選
挙
権
を
有
し
な
い
。

1
　
禁
治
産
者

2
　
禁
こ
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
そ
の
執

行
を
終
る
ま
で
の
も
の

3
　
禁
こ
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
そ
の
執

行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
る
ま
で
の

も
の
（
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
l

行
わ
れ
る
選
挙
、
投
票
及
由
民
審
査
に

か
ん
す
る
犯
罪
以
外
の
犯
罪
に
よ
る
刑

の
執
行
静
予
中
の
着
を
除
く
）

調
査
期
間
中
に
も
れ
な
く
萱
鼓
さ
れ
る
よ
う
御
注
意
下
き
い

九
月
十
五
日
か
ら
二
十
七
日
ま
で
の
間
に
調
査
員
が
各
家
庭
に
お
伺
い
鼓
し
ま
す
か

ら
何
時
お
伺
い
し
て
も
わ
か
る
よ
う
に
し
て
お
い
て
下
さ
い

昭
和
二
十
五
年
十
月
二
十
四
日
第
三
種
鱒
¢
鴫
禽
可

毎
月
一
日
一
日
発
行
昭
和
三
十
三
年
九
月
一
日
発
行

第

九

巻

第

九

号

通

巻

第

一

〇

〇

号

千葉県船橋市役所発行


